
 

 

令和７年度龍ケ崎市地域公共交通協議会（第５回） 

 

 

日時：令和８年１月 29日（木） 

午後２時～午後４時 

場所：龍ケ崎市役所 

５階 全員協議会室      

 

 

～ 会 議 次 第 ～ 

 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

 

協議事項 

  (1) 地域公共交通確保維持事業の事業評価について 

（乗合タクシー 国補助） 

(2)龍ケ崎市地域公共交通利用促進計画(案)について 

  (3)関東鉄道竜ヶ崎線の現状について 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 
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協議事項(1) 

 

地域公共交通確保維持事業の事業評価について 

（乗合タクシー 国補助） 
 

【概要】 

 龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」は国の地域公共交通確保維持改善事業補助

金（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）を活用し運行している。当

補助金は事業期間（令和６年10月～令和７年９月）終了後、地域公共交通協議

会において自己評価を実施し、国に報告することとなっている。 

ついては、その評価内容を以下のとおり報告することについて協議をお願いし

たい。 

 

【資料】 

・別紙１ 

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価(地域公共交通計画に基づく事業) 

・別紙２ 

事業実施と地域公共交通計画との関連について 

・別紙３ 

令和７年度 龍ケ崎市地域公共交通協議会 概略図 

・参考資料１ 

龍ケ崎市地域公共交通計画別紙(地域内フィーダー系統確保維持改善計画を含

む) 
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協議事項(2) 

 

龍ケ崎市地域公共交通利用促進計画(案)について 

 

【概要】 

 第４回龍ケ崎市地域公共交通協議会（書面協議）により、本計画（素案）に

対し各委員から意見をいただいたところ。 

 その内容を踏まえ、本計画（案）を作成したことから、その内容についてご

意見をいただきたい。 

 

【主な修正点】 

・アンケート結果に対する総括コメントの記載 

・アンケート結果を踏まえた各種取組の追加 

・各種取組への想定スケジュールの記載 

・用語集、参考資料の追加 

 

【資料】 

・別紙４ 

 龍ケ崎市地域公共交通利用促進計画（案） 
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協議事項(3) 

 

関東鉄道竜ヶ崎線の現状について 

 

【概要】 

 関東鉄道竜ヶ崎線は、本市の基幹的地域公共交通機関として、長きにわたり

地域住民の日常生活を支えてきたところである。 

 一方で、人口減少や少子高齢化の進行、また新型コロナウイルス感染症の感

染拡大に伴う働き方の変化といった社会構造の変容などの影響により、利用者

は減少傾向である。また昨今の人件費やエネルギー価格等の高騰により、経営

状況は一層厳しさを増している状況にある。 

 こうした状況を踏まえ、改めて関東鉄道竜ヶ崎線の現状についての情報共有

を図るとともに、今後の同線のあり方や方向性などについてご意見をいただき

たい。 

  

【資料】 

・別紙５ 

 関東鉄道竜ヶ崎線の現状について  
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その他 

 

○関東鉄道路線バス昼間割引の見直しについて（別紙６） 

 

○龍ケ崎市地域公共交通の利用実績について（別紙７～９） 

 

○地域公共交通職員勉強会について（別紙 10） 

 



別添１

令和8年1月29日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

令和７年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

龍ケ崎市地域公共交通協議会

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

有限会社佐貫タクシー
布川交通株式会社

運行系統名：
　龍ケ崎市乗合タクシー
営業区域：
　龍ケ崎市内全域
運賃：
　500円
運行日：
　全日（1月1日～１月３日を除
く）
運行時間帯：
　８時00分（１便目）～
 18時30分（８便目）

・前回の二次評価結果を受け、
運転免許証返納者支援メ
ニューで乗合タクシー無料回数
券の申請者全員への交付を令
和7年4月から開始した。また、
市広報紙では、利用するまで
の流れや具体的な利用方法例
を掲載する等、利用促進を実
施した。

・利用者の移動手段の確保と、
市内における交通空白地域が
発生しないよう運行を継続し
た。

・令和8年度計画においては、
「龍ケ崎市地域公共交通計画」
に基づき、これまでに引き続き
「利用者数」「利用者１人１回あ
たりの公的資金投入額（市負
担額）」「乗合率」を目標に記載
した。

A
事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

B

事業が計画に位置付けら
れた目標を達成できない点
があった。

目標①：利用者数4,800人
以上
実績：4,864人（令和6年度
実績）
目標②：利用者１人１回あ
たりの公的資金投入額（市
負担額）1,096円以下
実績：1,161円（令和6年度
実績）
目標③：乗合率30.0％
実績：25.6％（令和6年度実
績）

分析：利用者数はAIオンデ
マンド交通実証実験（R5.11
～R6.3）が終了し改善され
た。公的資金投入額はタク
シー運賃の改定の影響に
より目標を上回っていると
考えられる。乗合率につい
ては、利用者増から昨年よ
り改善されたと考えられる。

　当事業は他の公共交通を補
完するものであると位置付けて
いるため、他の公共交通を利
用できない方など、必要な方に
認知していただけるよう今後も
利用するまでの流れや具体的
な利用方法例を掲載する等、
わかりやすい周知活動に努め
る。

（特記事項）
令和７年４月からコミュニティバ
ス利用者が少ない市東部地域
においてAIオンデマンド交通の
運行を開始した。
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地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　龍ケ崎市は、分散する４つの市街地とその周辺の集落部分からなる都市構造を有しており、それぞれの市街地が特
徴を持つようなまちづくりを進めている。そのため、市民の移動における目的地が、ひとつの市街地に集中しないことが
大きな特徴であり、市街地間や市街地とその周辺集落とを結ぶ地域公共交通の充実が必要となる。
　当市の地域公共交通は、全国的にも珍しい市内完結型路線の関東鉄道竜ヶ崎線に加え、路線バス、コミュニティバ
ス（市西部地域）、AIオンデマンド交通（市東部地域）のネットワークが市の大部分をカバーして市民の足となっている。
しかしながら、路線バスとコミュニティバス（市西部地域）、AIオンデマンド交通（市東部地域）のネットワークにおいて
も、全ての地域をカバーできていないこと、一路線あたりの運行時間が長いこと、バス停留所までの移動が困難な高齢
者等の移動手段の確保が必要であること等の課題を抱えている。
　これらの背景を踏まえ、地域の移動ニーズに対応した地域公共交通サービスを目指すため、地域公共交通確保維持
事業により、既存の地域公共交通を補完するシステムである乗合タクシーを運行する必要がある。

事業実施と地域公共交通計画との関連について

令和8年1月29日

協議会名： 龍ケ崎市地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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龍ケ崎市地域公共交通網形成計画：
平成29年４月～令和５年３月
龍ケ崎市地域公共交通計画：
令和５年４月～令和12年３月

令和７年度 龍ケ崎市地域公共交通協議会 （茨城県龍ケ崎市）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通等の現況・課題

（令和６事業年度に係るもの）
・第１回（令和６年６月2５日）
令和６年度地域公共交通確保維持
事業計画を協議

・第２回（令和８年１月29日）
事業評価について協議

協議会開催状況

目標を達成するために行う事業の今年度実施状況

アピールポイント

【民間タクシー事業者の車両を活用した乗合タクシーの運行によるメリット】
・利用者：定額・低運賃で移動が可能となる。
・タクシー事業者：比較的稼働が少ない日中の時間帯の運行により、車両・運転手の有効な運用が図れる。
・市：タクシー事業者が所有する車両、受付システム及びオペレーターの活用により初期投資及び運行経費の抑制が
図れる。

交通計画の計画期間

交通計画の基本的な方針／定性的な目標

龍ケ崎市地域公共交通計画
基本方針：①市域内外の連携を支える地域公共交通 ②まちづくりと一体となった地域公共交通

③利便性の高い、安全・安心な地域公共交通 ④市民と協働で支える持続可能な地域公共交通
数値目標：①－１地域公共交通利用者数 ①－２地域公共交通に対する市民満足度

②－１利用者１人１回当たりの公的資金投入額 ②－２公共交通空白地域の割合
③－１市内の高等学校等への停留所整備率 ③－２ノンステップバス導入率
④－１モビリティ・マネジメント等の実施回数 ④－２高齢者運転免許自主返納支援事業申請件数

龍ケ崎市は、分散する４つの市街地とその周辺の集落部分からなる都市構造を有している。そのため市街地間や市
街地とその周辺集落とを公共交通で結ぶことが必要となる。
市内の公共交通は、全国的にも珍しい市内完結型路線の関東鉄道竜ヶ崎線に加え、路線バス、コミュニティバス（市
西部地域）、AIオンデマンド交通（市東部地域）のネットワークが市の大部分をカバーして市民の足となっているが、それ
らの公共交通だけでは、一部の地域において公共交通空白地域が生じることから、既存の公共交通を補完する交通シ
ステムとしてデマンド型の「乗合タクシー」を実施している。

本年度の龍ケ崎市全体の取り組みとしては、コミュニティバスの再編によるAIオンデマンド交通の本格運行を開始し
た。乗合タクシー事業においては、昨年同様の運行内容で運行を継続したほか、市広報紙への利用促進記事の掲載、
イベント時においての周知活動や、社会福祉協議会が主催する長寿大学において公共交通全般に対する講座を実施
するなど、様々な媒体で利用促進を実施した。また、運転免許証返納者支援メニューでは乗合タクシー回数券を申請者
全員に交付を令和7年4月から開始した。

面 積 78.59ｋ㎡

人口 （R7.4.1時点） 74,738人

15歳未満 7,082 人

65歳以上 23,567人

高 齢 化 率 31.5 ％
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○循環ルート ( 内回り・外回り )
関東鉄道㈱竜ヶ崎営業所
龍ケ崎市馴馬町 676番地
TEL：0297-62-6111

○南が丘・サプラ線、佐貫・川原代線、若柴線
平成観光自動車㈱
龍ケ崎市泉町 1258番地 1
TEL：0297-64-8802

車内へのお忘れ物は、直接上記の運行事業者車内へのお忘れ物は、直接上記の運行事業者
にお問い合わせください。にお問い合わせください。

○コミュニティバス全般に関すること
龍ケ崎市都市整備部都市計画課
龍ケ崎市 3710番地
TEL：0297-64-1111( 代表 )

凡例凡例

お問い合わせ

循 環 ル ー ト

南が丘・サプラ線

佐貫・川原代線

フリー降車区間

主な民間バス路線

AI オンデマンド交通運行エリア

若 柴 線

竜ヶ崎駅、砂町、済生会病院、
中根台５丁目、サプラ　など

南が丘１丁目、竜ヶ崎駅、
姫宮西、サプラ　　など

JR龍ケ崎市駅東口、
六ツ谷、竜ヶ崎駅　など

JR龍ケ崎市駅西口、佐貫台、
佐貫４丁目西、若柴、サプラ　など

AI オンデマンド交通とはAI オンデマンド交通とは
令和７年４月から、それまで利用の少なかったコ
ミュニティバスの代替手段として、市東部地域に
おいて運行する新たな交通システムです。

AI オンデマンド交通の概要や利用方法の詳細が記
載されたリーフレットは、以下の場所などに設置
しています。

◦龍ケ崎市役所
◦コミュニティバス車内
◦東部出張所
◦コミュニティセンター（市東部地域）
◦大昭ホール龍ケ崎（文化会館）
◦中央図書館

また、市公式ホームページからもご覧いただけま
す。ぜひご活用ください。

詳細は市公式ホームページ内
「AI オンデマンド交通」で検索

循環ルート循環ルート

若柴線若柴線

南が丘・サプラ線南が丘・サプラ線

佐貫・佐貫・
川原代線川原代線

龍ケ崎市コミュニティバス路線図龍ケ崎市コミュニティバス路線図コミュニティバス
の乗り方

①バス停で待ちましょう
時刻表やバス停の行
先表示を確認してく
ださい。

②バスに乗りましょう
バスが来たら手を挙げて、運転手
さんにアピール！
バスがしっかり停ま
るのを待って乗車し
てください。

③運賃を支払います
運賃箱にお金を入れます。
循環ルートは交通系 ICカードがご
利用いただけます。

④降車ボタンを押します
降りるバス停が案内
されたら、降車ボタ
ンを押しましょう。
バスがしっかり停車
してから、立ち上がっ
て降車してください。

⑤バスを降りましょう
歩行者や自転車に注意しながら、
降車してください。
いつもご利用ありがとうございま
す。

高齢者運転免許自主返納支援事業
65 歳以上の高齢者が自主的に運転免許の全部を返納した場合、下記の回数券等を進呈いたします。
� ※ 1人 1回限り　有効期間：支援決定日から 1年間

【対象者】
満年齢 65歳以上の龍ケ崎市民で、運転免許の全部を返納した方

【支援内容】⑴または⑵のいずれかを選択できます（※令和７年４月１日以降）。
⑴ 龍ケ崎市コミュニティバス無料乗車券	 ＋乗合タクシー回数券 (12 回 )
⑵ 龍ケ崎市AI オンデマンド交通回数券 (40 回 )	 ＋乗合タクシー回数券 (12 回 )

※�令和７年３月 31 日以前に申請された場合は、龍ケ崎市コミュニティバス無料乗車券�
または乗合タクシー回数券のいずれかの支援になります。

バスロケーションシステム
　利用したいコミュニティバスの現在地が
スマートフォン等で確認できます。

スマートフォン等か
ら「龍ケ崎市　バス
ゴー」で検索するか、
右記の二次元コード
を読み取ってHPへ
アクセス

路線名・停留
所名を設定

バ ス の 運 行
ルートや到着
予定時刻、バ
スの現在地な
どが確認でき
ます！

関東鉄道㈱路線バス昼間割引制度関東鉄道㈱路線バス昼間割引制度 ～昼間割引の考え方～
龍ケ崎市では、バス事業者 (関東鉄道㈱ )の協力により、路線バスの昼
間割引制度を実施しています。

【昼間割引の具体的な対象条件】
⑴ 関東鉄道㈱が運行する市内路線バス全線（深夜バスを除く）
⑵ 対象路線の始発時刻が午前８時から午後５時まで
⑶ �運賃は初乗り 190 円、市内移動であればどこまで利用しても運賃
上限 210円

○ 昼間割引適用

× 昼間割引適用外

× 昼間割引適用外

市内で乗車・降車

市内で乗車 市外で降車

市外で乗車 市内で降車

フリー降車区間
フリー降車区間では、バス停留所以外でも降車することができます。
降車ボタンで乗務員に知らせ、安全な場所でバスが停車してから降車してください。

路線名 フリー降車区間

南が丘・サプラ線 南が丘１丁目バス停　～　南が丘６丁目バス停

佐貫・川原代線 城西中学校前バス停　～　川原代コミュニティセンターバス停

若柴線 マンハイム佐貫前バス停　～　文化村公園前バス停付近
若柴バス停　～　星宮神社バス停付近

公共交通に関するご案内
コミュニティバスは、年始（１月１日～３日）を除く毎日運行しています。
市公式ホームページから、各公共交通機関の時刻表等がご覧いただけます。
その他の地域公共交通に関する情報につきましても、こちらの二次元コードからご確認ください。

コミュニティバスに
関すること

市公式HP

関鉄竜ヶ崎線に
関すること

関東鉄道㈱公式HP

関鉄路線バスに
関すること

関東鉄道㈱公式HP

大利根交通路線バスに
関すること

大利根交通自動車㈱公式HP

龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」
　龍ケ崎市では、コミュニティバスやAI オンデマンド交通のほかに、公共交通空白
地域の移動手段や高齢者等移動が困難な方の移動手段として、民間タクシー車両を活
用して乗合タクシーを運行しています。

【龍タクの概要】
⑴ 自宅のほか、７カ所の指定目的地へ移動可能
（市役所、関鉄竜ヶ崎駅、済生会病院、総合福祉センター、大昭ホール龍ケ崎 (文化会館 )、市民窓口
ステーション、さんさん館）

⑵ １日８便運行（午前８時から１時間半おき、最終は午後６時 30分）
⑶ １人１乗車 500円

※�ご利用には事前のご登録が必要です。利用登録票を市都市計画課
にご提出ください（市民のみ利用可）。
※�利用登録票は、市都市計画課窓口、東部・西部出張所、市民窓口
ステーションで配布しています。
(市公式ホームページからもダウンロードできます )

「龍タク」の
詳細はこちら

AI オンデマンド交通
運行エリア（市東部地域）

運賃運賃 回数券回数券

項目 運賃

大人 (中学生以上 ) 100 円

小人 ( 小学生 )
手帳所有者 50円

未就学児 無料

項目 販売額 内容

小人 (小学生 )
手帳所有者 500円 50円回数券が 10枚

※�回数券は、各運行事業者の営業所窓口及びバス車両内で購
入できます。
※�手帳所有者とは、身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害
者保健福祉手帳の交付を受けている方と第１種知的障害者
及び第１種身体障害者と同乗する介助者。

循環ルートは
交通系 IC カードが

利用できます







 
「龍 タ ク」 

ご利用案内
龍ケ崎市乗合タクシー



令和６年度乗合タクシー実績（２社合計）

●年齢別利用者（人）
R2 R3 R4 R5 R6 年齢構成 R2 R3 R4 R5 R6

4月 226 325 388 301 427 0～19 64 1.7% 110 2.5% 111 2.4% 62 1.6% 64 1.3%
5月 216 320 337 287 411 20～29 4 0.1% 5 0.1% 2 0.0% 8 0.2% 3 0.1%
6月 338 454 393 328 423 30～39 81 2.2% 277 6.4% 329 7.0% 324 8.3% 348 7.2%
7月 352 418 409 331 447 40～49 79 2.1% 49 1.1% 141 3.0% 99 2.5% 83 1.7%
8月 392 323 457 364 452 50～59 91 2.4% 113 2.6% 53 1.1% 52 1.3% 18 0.4%
9月 303 361 420 391 467 60～69 482 12.9% 496 11.4% 504 10.7% 325 8.3% 489 10.1%
10月 361 417 400 430 433 70～79 1,616 43.3% 1,178 27.1% 1,243 26.5% 1,099 28.1% 1,422 29.3%
11月 298 343 438 291 381 80～89 1,237 33.2% 1,848 42.4% 1,953 41.6% 1,585 40.5% 2,006 41.3%
12月 313 365 481 319 407 90～ 74 2.0% 278 6.4% 358 7.6% 359 9.2% 421 8.7%

1月 265 297 323 239 298 計 3,728 4,354 4,694 3,913 4,854
2月 321 342 322 317 342
3月 355 397 348 337 376 ●目的地別利用者（人）

計 3,740 4,362 4,716 3,935 4,864 降車場所 R2 （自宅を除く） R3 （自宅を除く） R4 （自宅を除く） R5 （自宅を除く） R6 （自宅を除く）

済生会病院 1,199 55.2% 1,317 53.1% 1,408 51.3% 1,054 49.6% 1,213 46.0%
竜ヶ崎駅 136 6.3% 177 7.1% 276 10.1% 226 10.6% 219 8.3%
文化会館 97 4.5% 84 3.4% 67 2.4% 40 1.9% 38 1.4%

1人 2人 3人 4人以上 2人以上 市役所 191 8.8% 183 7.4% 194 7.1% 197 9.3% 281 10.7%
R2 75.5% 21.9% 2.4% 0.2% 24.5% 福祉ｾﾝﾀｰ 8 0.4% 12 0.5% 2 0.1% 8 0.4% 13 0.5%
R3 75.8% 22.2% 2.0% 0.1% 24.2% 窓口ｽﾃｰｼｮﾝ 518 23.8% 683 27.6% 738 26.9% 572 26.9% 834 31.6%
R4 72.7% 24.4% 2.7% 0.2% 27.3% さんさん館 23 1.1% 22 0.9% 57 2.1% 30 1.4% 39 1.5%
R5 77.6% 20.1% 2.2% 0.1% 22.4% 自宅 1,568 1,884 1,974 1,808 2,227

R6 74.4% 22.2% 3.2% 0.2% 25.6% 計 3,740 4,362 4,716 3,935 4,864

●登録数（人） ●乗車便別利用者（人）
男 女 計 乗車便 R2 R3 R4 R5 R6

847 1,473 2,320 1 449 12.0% 432 9.9% 549 11.6% 416 10.6% 442 9.1%
R 2.4～R 3.3 84 124 208 2 817 21.8% 880 20.2% 897 19.0% 764 19.4% 980 20.1%
R 3.4～R 4.3 68 108 176 3 734 19.6% 790 18.1% 909 19.3% 633 16.1% 781 16.1%
R 4.4～R 5.3 110 171 281 4 601 16.1% 701 16.1% 823 17.5% 716 18.2% 865 17.8%

91 160 251 5 609 16.3% 661 15.2% 671 14.2% 583 14.8% 693 14.2%
104 175 279 6 293 7.8% 450 10.3% 365 7.7% 291 7.4% 482 9.9%

1,304 2,211 3,515 7 198 5.3% 179 4.1% 173 3.7% 193 4.9% 272 5.6%
8 39 1.0% 269 6.2% 329 7.0% 339 8.6% 349 7.2%

計 3,740 4,362 4,716 3,935 4,864

●運行経費，運賃，補償額（円） ●市歳入額（円）

R2 R2
R3 R3
R4 R4
R5 R5
R6 R6

計

○利用者数（人）

○乗合率（％）
乗車人数

H24.6～R 2.3

R 5.4～R 6.3
R 6.4～R 7.3

7,997,960 1,535,500 799,796 1,890,000 3,772,664
運行経費 運賃 事業者負担 国補助額 市補償額

9,408,480 1,894,000 940,848 1,968,000 4,605,632
9,241,990 1,748,500 924,199 1,792,000 4,777,291

11,188,000 2,052,500 1,118,800 0 8,016,700
8,654,250 1,616,250 865,425 1,870,000 4,302,575

2,367,000

国補助



令和６年度乗合タクシー実績（有限会社佐貫タクシー）

●年齢別利用者（人）
R2 R3 R4 R5 R6 年齢構成 R2 R3 R4 R5 R6

4月 226 253 230 158 196 0～19 34 1.0% 0 0.0% 6 0.2% 4 0.2% 2 0.1%
5月 216 181 206 124 190 20～29 3 0.1% 2 0.1% 0 0.0% 3 0.1% 0 0.0%
6月 338 315 220 170 220 30～39 66 2.0% 11 0.4% 6 0.2% 3 0.1% 24 0.9%
7月 352 289 210 156 220 40～49 55 1.7% 8 0.3% 6 0.2% 12 0.6% 18 0.7%
8月 392 195 264 201 243 50～59 80 2.4% 102 3.8% 51 2.0% 33 1.6% 18 0.7%
9月 303 221 242 181 246 60～69 426 13.0% 337 12.4% 312 12.0% 199 9.8% 324 12.7%
10月 299 267 245 236 240 70～79 1,449 44.3% 830 30.6% 777 29.9% 549 27.1% 637 25.0%
11月 236 215 244 143 220 80～89 1,086 33.2% 1,172 43.2% 1,128 43.4% 943 46.5% 1,193 46.8%
12月 216 217 264 177 250 90～ 74 2.3% 250 9.2% 313 12.0% 280 13.8% 332 13.0%

1月 206 165 168 129 164 計 3,273 2,712 2,599 2,026 2,548
2月 242 208 157 185 179
3月 259 193 171 185 190 ●目的地別利用者（人）

計 3,285 2,719 2,621 2,045 2,558 降車場所 R2 （自宅を除く） R3 （自宅を除く） R4 （自宅を除く） R5 （自宅を除く） R6 （自宅を除く）

済生会病院 1,057 56.2% 905 57.6% 813 52.1% 631 54.0% 693 48.5%
竜ヶ崎駅 113 6.0% 66 4.2% 106 6.8% 63 5.4% 70 4.9%
文化会館 72 3.8% 28 1.8% 39 2.5% 29 2.5% 24 1.7%

1人 2人 3人 4人以上 2人以上 市役所 164 8.7% 103 6.6% 99 6.3% 92 7.9% 158 11.1%
R2 74.6% 22.6% 2.6% 0.2% 25.4% 福祉ｾﾝﾀｰ 8 0.4% 6 0.4% 1 0.1% 8 0.7% 11 0.8%
R3 75.0% 22.8% 2.2% 0.1% 25.0% 窓口ｽﾃｰｼｮﾝ 444 23.6% 440 28.0% 486 31.2% 343 29.3% 467 32.7%
R4 76.0% 22.0% 2.0% 0.0% 24.0% さんさん館 23 1.2% 22 1.4% 16 1.0% 3 0.3% 5 0.4%
R5 81.4% 17.3% 1.2% 0.1% 18.6% 自宅 1,404 1,149 1,061 876 74.9% 1,130 79.1%

R6 79.0% 18.8% 2.1% 0.1% 21.0% 計 3,285 2,719 2,621 2,045 2,558

●登録数（人） ●乗車便別利用者（人）
男 女 計 乗車便 R2 R3 R4 R5 R6

1 401 12.2% 309 11.4% 276 10.5% 219 10.7% 276 10.8%
R 2.4～R 3.3 2 722 22.0% 585 21.5% 527 20.1% 396 19.4% 419 16.4%
R 3.4～R 4.3 3 659 20.1% 551 20.3% 573 21.9% 393 19.2% 489 19.1%
R 4.4～R 5.3 4 542 16.5% 490 18.0% 511 19.5% 433 21.2% 498 19.5%

5 524 16.0% 428 15.7% 397 15.1% 302 14.8% 385 15.1%
6 246 7.5% 213 7.8% 176 6.7% 154 7.5% 259 10.1%

7 165 5.0% 110 4.0% 91 3.5% 89 4.4% 159 6.2%
8 26 0.8% 33 1.2% 70 2.7% 59 2.9% 73 2.9%

計 3,285 2,719 2,621 2,045 2,558

●市歳出（補償額）（円） ●市歳入額（円）

R2 R2
R3 R3
R4 R4
R5 R5
R6 R6 1,479,000

国補助

5,911,170
7,079,250

591,117
707,925

事業者負担

1,160,000
1,360,500

運賃運行経費

551,965

1,151,500
903,250

1,137,750

5,942,600
4,629,260
5,519,650

○利用者数（人）

○乗合率（％）

4,196,840
2,069,084
2,492,935

1,194,000
1,337,000

594,260
462,926

2,787,0531,373,000
3,120,825

市補償額
1,890,000

国補助額

乗車人数

計

R 6.4～R 7.3
R 5.4～R 6.3

H24.6～R 2.3



令和６年度乗合タクシー実績（布川交通株式会社）

●年齢別利用者（人）
R2 R3 R4 R5 R6 年齢構成 R2 R3 R4 R5 R6

4月 72 158 143 231 0～19 30 6.6% 110 6.7% 105 5.0% 58 3.1% 62 2.7%
5月 139 131 163 221 20～29 1 0.2% 3 0.2% 2 0.1% 5 0.3% 3 0.1%
6月 139 173 158 203 30～39 15 3.3% 266 16.2% 323 15.4% 321 17.0% 324 14.1%
7月 129 199 175 227 40～49 24 5.3% 41 2.5% 135 6.4% 87 4.6% 65 2.8%
8月 128 193 163 209 50～59 11 2.4% 11 0.7% 2 0.1% 19 1.0% 0 0.0%
9月 140 178 210 221 60～69 56 12.3% 159 9.7% 192 9.2% 126 6.7% 165 7.2%
10月 62 150 155 194 193 70～79 167 36.7% 348 21.2% 466 22.2% 550 29.1% 785 34.0%
11月 62 128 194 148 161 80～89 151 33.2% 676 41.2% 825 39.4% 642 34.0% 813 35.3%
12月 97 148 217 142 157 90～ 0 0.0% 28 1.7% 45 2.1% 79 4.2% 89 3.9%

1月 59 132 155 110 134 計 455 1,642 2,095 1,887 2,306
2月 79 134 165 132 163
3月 96 204 177 152 186 ●目的地別利用者（人）

計 455 1,643 2,095 1,890 2,306 降車場所 R2 （自宅を除く） R3 （自宅を除く） R4 （自宅を除く） R5 （自宅を除く） R6 （自宅を除く）

済生会病院 142 48.8% 412 45.4% 595 50.3% 423 44.2% 520 43.0%
竜ヶ崎駅 23 7.9% 111 12.2% 170 14.4% 163 17.0% 149 12.3%
文化会館 25 8.6% 56 6.2% 28 2.4% 11 1.1% 14 1.2%

1人 2人 3人 4人以上 2人以上 市役所 27 9.3% 80 8.8% 95 8.0% 105 11.0% 123 10.2%
R2 81.9% 17.2% 0.6% 0.3% 18.1% 福祉ｾﾝﾀｰ 0 0.0% 6 0.7% 1 0.1% 0 0.0% 2 0.2%
R3 77.1% 21.2% 1.7% 0.1% 22.9% 窓口ｽﾃｰｼｮﾝ 74 25.4% 243 26.8% 252 21.3% 229 23.9% 367 30.4%
R4 68.2% 27.6% 3.7% 0.5% 31.8% さんさん館 0 0.0% 0 0.0% 41 3.5% 27 2.8% 34 2.8%
R5 73.0% 23.4% 3.4% 0.2% 27.0% 自宅 164 735 913 932 1,097

R6 68.8% 26.3% 4.7% 0.2% 31.2% 計 455 1,643 2,095 1,890 2,306

●登録数（人） ●乗車便別利用者（人）
男 女 計 乗車便 R2 R3 R4 R5 R6

1 48 10.5% 123 7.5% 273 13.0% 197 10.4% 166 7.2%
R 2.4～R 3.3 2 95 20.9% 295 18.0% 370 17.7% 368 19.5% 561 24.3%
R 3.4～R 4.3 3 75 16.5% 239 14.5% 336 16.0% 240 12.7% 292 12.7%
R 4.4～R 5.3 4 59 13.0% 211 12.8% 312 14.9% 283 15.0% 367 15.9%

5 85 18.7% 233 14.2% 274 13.1% 281 14.9% 308 13.4%
6 47 10.3% 237 14.4% 189 9.0% 137 7.2% 223 9.7%

7 33 7.3% 69 4.2% 82 3.9% 104 5.5% 113 4.9%
8 13 2.9% 236 14.4% 259 12.4% 280 14.8% 276 12.0%

計 455 1,643 2,095 1,890 2,306

●市歳出（補償額）（円） ●市歳入額（円）

R2 R2
R3 R3
R4 R4
R5 R5
R6 R6 888,000

国補助

4,024,990 713,000 402,499 676,000 2,233,491
5,245,400 901,000 524,540 3,819,860

3,330,820 588,500 333,082 419,000 1,990,238
3,888,830 756,250 388,883 631,000 2,112,697

運行経費 運賃 事業者負担 国補助額 市補償額
918,710 175,000 91,871 0 651,839

計

○利用者数（人）

○乗合率（％）
乗車人数

H24.6～R 2.3

R 5.4～R 6.3
R 6.4～R 7.3



別 紙 

 

 

令和６年６月２６日 

 

          （名称）龍ケ崎市地域公共交通協議会           
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

龍ケ崎市は、分散する４つの市街地とその周辺の集落部分からなる都市構造を有してお

り、それぞれの市街地が特徴を持つようなまちづくりを進めている。そのため、市民の移

動における目的地が、ひとつの市街地に集中しないことが大きな特徴であり、市街地間や

市街地とその周辺集落とを結ぶ地域公共交通の充実が必要となる。 

当市の地域公共交通は、全国的にも珍しい市内完結型路線の関東鉄道竜ヶ崎線に加え、

路線バス及びコミュニティバスのネットワークが市の大部分をカバーして市民の足となっ

ている。しかしながら、路線バスとコミュニティバスのネットワークにおいてもすべての

地域をカバーできていないこと、目的地までの移動に乗継ぎが必要な場合があること、バ

ス停留所までの移動が困難な高齢者等の移動手段の確保が必要であること等の課題を抱え

ている。 

 これらの背景を踏まえ、地域の真のニーズに対応した地域公共交通サービスを目指すた

め、当事業により既存の地域公共交通を補完するシステムである乗合タクシーを運行する

必要がある。 

 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

・乗合タクシーの年間利用者数を４,８００人以上（令和５年度実績３，９３５人）とする 

・利用者１人１回当たりの公的資金投入額（市負担額）を１,０９６円以下（令和５年度実 

績１，０９３円）とする。 

・乗合率（一便当たりの利用者数が２人以上の割合）を３０.０％（令和５年度実績２２.

４％）とする。 

 

（地域公共交通計画Ｐ４０、４２、５３参照） 

 

乗合タクシーの年間利用者数については、新型コロナウイルス感染症による影響を受け、

令和２年度から利用者が減少していることから、コロナ禍以前の水準まで改善することを

目標に数値を設定した。 

利用者１人１回当たりの公的資金投入額については、令和５年度の実績において計画で

定めた目標値を達成しているが、当市の乗合タクシーは運行回数が増加すると、比例して

運行経費も増加するため、継続して目標値を達成できるよう計画に定めた数値を引き続き

目標値とする。 

また、上記の理由により運利用者を増加させつつ公的資金投入額を減少させるためには、

乗合率（一便当たりの利用者数が２人以上の割合）を上昇させる必要があるため、前年度の

計画同様に乗合率も目標値として設定する。 
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（２）事業の効果 

・乗合タクシーは自宅まで送迎することができるため、路線バスおよびコミュニティバス

ではカバーできず、地域公共交通が空白となっていた地域を補完することができる。 

・高齢者等、交通弱者といわれる方々の移動手段が確保できる。 

・既存のバス交通が利用可能な地域ではあるが、日中の運行便数が少なく、生活交通として

利用することが困難だった地域の住民にとっても、利便性を格段に向上させることがで

きる。 

 

 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・乗合タクシーの利用促進（龍ケ崎市） 

 

（龍ケ崎市地域公共交通計画Ｐ５１参照） 

 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

別添の表１のとおり。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

・龍ケ崎市から運行事業者への補償額については、運賃収入、事業者負担（運行経費の１

割）、国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとしている。 

 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・利用者数や利用者１人１回あたりの市負担額等、数値目標によるモニタリング・評価を

実施 

 

 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 ※該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 
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10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 別添の表５のとおり。 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

13車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 
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17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

 

18．協議会の開催状況と主な議論 

平成２３年１１月１日（平成２３年度第３回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

・乗合タクシーについての協議 

平成２４年１月３１日（平成２３年度第４回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

・計画全体について合意 

平成２４年４月２４日（平成２４年度第１回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

・乗合タクシー運行方針や考え方等、運行に直接的な影響がないような見直しの場合、事

務局により修正し、その後会議において報告することで合意 

令和２年７月２７日（令和２年度第１回）龍ケ崎市地域公共交通協議会 

・令和２年１０月から運行事業者に布川交通株式会社の加入について承認 

令和６年６月２５日（令和６年度第３回）龍ケ崎市地域公共交通協議会 

・龍ケ崎市地域公共交通計画別紙について承認 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

住民又は利用者の代表として、市民公募により選出された市民代表委員３名と龍ケ崎市

商工会の代表者が参画する龍ケ崎市地域公共交通協議会（法定協議会）による議論を経て

本計画を作成した。 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 茨城県龍ケ崎市３７１０番地   

（所 属） 龍ケ崎市都市整備部都市計画課  

（氏 名） 小山 友吾           

（電 話） ０２９７－６４－１１１１    

（e-mail） toshikei@city.ryugasaki.lg.jp  
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい 
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はじめに 

 

本市では、玄関口であるＪＲ龍ケ崎市駅を有する佐貫市街地と、市役所をはじめとした

公共施設や本町商店街などを有する龍ケ崎市街地を結ぶ基幹的な地域公共交通機関であ

る、「関東鉄道竜ヶ崎線」が運行しているほか、龍ヶ岡市街地・北竜台市街地～佐貫市街地

間の移動を主に支える民間路線バス、またきめ細やかな移動ニーズに対応する一般タクシ

ーなど、多様な地域公共交通が運行し、市民生活を支えています。 

一方で、民間事業者が展開する地域公共交通では、どうしても多様な移動ニーズに応え

ることが難しい地域や住民がいることもまた事実です。 

本市では、こうした民間交通サービスではカバーしきれない地域や住民の移動手段を確

保するため、コミュニティバスや乗合タクシーといった地域公共交通を運行し、また令和

７年４月からは利用の少ないコミュニティバスの代替手段として、ＡＩオンデマンド交通

の運行を開始しています。 

地域公共交通は、民間・行政の主体を問わず、移動手段を確保することで、買い物や通

院・通学といった日常生活の支えとなることはもちろんのこと、にぎわいの創出や地域間

交流の促進、さらには過度なマイカー利用の抑制による環境負荷の低減や健康増進といっ

た側面もあり、より多くの方にご利用いただき、将来に向けて残していくことが重要で

す。 

 

しかしながら、昨今の少子高齢化の進行や人口減少、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大を大きな契機とした生活様式の変容、さらには働き方改革の推進や世界的なＤＸの促

進といった社会構造の変化により、地域公共交通の利用者は年々減少しています。 

こうした動きは本市に限ったものではなく、全国的に同様の動きが見られ、これまで慢

性的に生じていた運転士不足の加速化も相まって、路線の減便や廃止につながっていま

す。 

 

こうした状況を踏まえ、より多くの方々にご利用いただき、将来に向けて地域公共交通

を残していくための足掛かりとするため、ここに龍ケ崎市地域公共交通利用促進計画を策

定します。 

 

令和８年 月 日  

龍ケ崎市都市整備部都市計画課 
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１．本計画の位置づけ・計画期間 

１－１．位置づけ 

本市には、目指していくためのまちの姿を共有するための最上位計画「龍ケ崎みらい創造

ビジョン for2030」があり、それに即す計画として、本市の地域公共交通に関するマスター

プランである「龍ケ崎市地域公共交通計画（以下、交通計画）」、さらには本市のまちづくり

の基本的な方針である「龍ケ崎市都市計画マスタープラン」があります。「龍ケ崎市地域公

共交通利用促進計画（以下、本計画）」は、これらの計画との整合を図りつつ、交通計画の

うち、地域公共交通の利用促進に関する取組をより強く進めていくための実施計画として位

置づけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２．計画期間 

 本計画は、上位計画のうち、より関連性のある交通計画との整合性を図る観点から、2031

年度までの６年間とします。 

 その後、交通計画の中間見直しを行う際、本計画を交通計画の一部として組み込み、一元

的に評価・進行管理を行っていくことを検討します。 

2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 2033 年度 

        

  

龍ケ崎市 

地域公共交通

利用促進計画 

上位計画 

龍ケ崎みらい創造ビジョン 

for2030 

龍ケ崎市地域公共交通計画 
龍ケ崎市都市計画 

マスタープラン 

即す 即す 

整合 

利用促進の 

取組を強化 

龍ケ崎市地域公共交通計画 次期計画 ０
 ０
 

中
間
見
直
し 

龍ケ崎市地域公共交通計画 

龍ケ崎市地域公共交通計画との統合を検討 龍ケ崎市地域公共交通利用促進計画 
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２．市内地域公共交通の現状 

（１）ＪＲ常磐線 

 常磐線は 1895(明治28)年に土浦～友部間、1896(明治29)年に土浦～田端間での開通以来、

茨城県南地域のみなさんの生活路線として、また首都東京や県都水戸等を結ぶ茨城県の大動

脈として活躍してきました。 

 近年では、2012(平成24)年に新型車両のＥ657系の導入、また東京駅・品川駅への直通運

転が開始される等、便利で快適な常磐線づくりが進められています。 

 環境にやさしい地域づくり、交通体系づくりを進めていく上でも常磐線の果たす役割は大

きく、これからも茨城県南地域における未来に向けての活躍が期待されます。 

【参考・引用：いばらき県南常磐線ＷＥＢ（茨城県南常磐線輸送力増強期成同盟会）】 

 

・ＪＲ常磐線龍ケ崎市駅の利用状況（1日当り乗車人員推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：各駅の乗車人員(ＪＲ東日本公式ＨＰ)） 

 

ＪＲ常磐線龍ケ崎市駅（2020(令和２)年３月に、「ＪＲ佐貫駅」から駅名改称）の利用者

は、2010年代前半から後半まで、１日あたり概ね13,000人程度の利用で推移していましたが、

その間も若干の減少傾向が続いていました。 

その後、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、利用者が大幅に減少しまし

た(2020(令和２)年 1日当り乗車人員 8,624人)。 

2021(令和３)年以降、徐々に利用者は回復傾向にありますが、依然としてコロナ禍前の利

用状況には戻っていないのが現状です。 

  

  

3,254 3,281 3,291 3,400 3,378 3,426 3,453 3,312
1,899 2,248 2,758 3,054

10,746 10,551 10,086 10,059 9,795 9,569 9,371 9,216

6,725 6,752
7,078 7,263

0人

2,000人

4,000人

6,000人

8,000人

10,000人

12,000人

14,000人

定期外 定期
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（２）関東鉄道竜ヶ崎線 

 関東鉄道竜ヶ崎線は、龍ケ崎の中心市街地と日本鉄道土浦線（現・ＪＲ常磐線）とを結ぶ

“茨城県内最古の私鉄路線”として、1900(明治33)年８月に開業した鉄道です。 

 当初は、龍ケ崎と相馬町（現・取手市）藤代駅との間を馬車鉄道で結ぶ予定でしたが、小

貝川への架橋工事の負担が大きいことや輸送力などを踏まえて計画が見直され、常磐線まで

の最短距離（＝佐貫まで）を直線的に結ぶルートとし、さらに小型蒸気機関車による軽便鉄

道へと業態を変更しての開業となりました。 

 現在では旅客のみを輸送していますが、かつては肥料や米、繭、石炭などの貨物も運搬し、

龍ケ崎の産業発展に大きな役割を果たしてきました。 

 また、開業当時は「龍ヶ崎」「門倉」「入地」「南中島」「佐貫」という５駅が存在していま

したが、1957(昭和32)年に門倉駅と南中島駅が廃駅となり、以降、現行の３駅体制となって

います。           【参考・引用：龍ケ崎市民遺産一覧（龍ケ崎市公式ＨＰ）】 

 

・関東鉄道竜ヶ崎線各駅の利用状況（1日当り輸送人員推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：竜ヶ崎線の概況(関東鉄道株式会社作成)） 

 1日あたり輸送人員として、概ね 4,500人前後で推移を続けていましたが、当路線も新型

コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、減少幅が大きくなっています。その後、徐々

に回復傾向にはあるものの、直近のピークであった 2017(平成29)年実績には及んでいませ

ん。 

 内訳として、通勤のほか、高校生や大学生の通学といった定期利用者が約６割弱を占めて

おり、同路線の大きな支えになっていますが、少子高齢化や働き方改革といった社会構造の

変容を一つの要因として、定期利用者も年々減少傾向にあります。 
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（３）路線バス 

本市の路線バスは、ニュータウン開発やその後の商業施設・住宅地等の立地により人口の

集積している龍ヶ岡市街地や北竜台市街地と、市の玄関口であるＪＲ龍ケ崎市駅を有する佐

貫市街地間を結ぶ路線を中心に関東鉄道路線バスが運行しているほか、南が丘地区の一部で

大利根交通自動車路線バスが運行しているなど、日々の市民の生活を支える基幹的な役割を

担っています。 

 また、本市では、午前８時から午後５時まで、龍ケ崎市内で乗車・降車を行う場合に限り、

関東鉄道路線バス運賃の上限を設ける「路線バス昼間割引」を実施し、日中の買い物や通院、

余暇活動などを目的として移動する多くの方々の負担軽減につながっています。 

 そのほか、本市と近隣市を広域的に結ぶ、関東鉄道路線バス取手線や江戸崎線も運行して

いるほか、深夜時間帯のＪＲ龍ケ崎市駅からの帰宅の足を確保するための深夜バスが運行さ

れています。 

深夜バスは新型コロナウイルス感染症の感染拡大後、需要の落ち込みが見られたため運休

していましたが、2023(令和５)年12月から１日２便での運行を再開しています。2024(令和

６)年度実績では、平均して１便当たり15～20人程度の利用が見られ、深夜時間帯の移動需

要をカバーしています。 

 

・関東鉄道路線バス利用者数（昼間割引時間帯の年間利用者数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （参考：関東鉄道株式会社作成資料） 

日中時間帯の路線バス利用者数は、概ね12万人～15万人程度で推移を見せていますが、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大後は、一時的な利用者の落ち込みが見られます。 

 本市内を運行する路線バスは、ＪＲ龍ケ崎市駅への移動が主な利用となっているため、働

き方の変容といった社会構造の変化や、少子化の進行などにより、通勤・通学といった定期

利用に影響が出た場合、その影響を大きく受ける形になります。 
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（４）コミュニティバス 

 コミュニティバスは、日中の市民の移動性を高めること、病院・福祉施設・その他公共施

設へアクセスする交通手段を確保すること、移動制約者の交通手段を確保することなどを目

的として、鉄道や路線バスなど、他の民間交通サービスが運行していない地域を補完する交

通手段として、2002(平成14)年７月に運行を開始して以来、市民の移動を支える親しみある

交通手段として、20年以上走り続けています。 

 定期的に運行ルートやダイヤの見直しを行いながら、日中の買い物や通院、また通勤通学、

余暇活動など、幅広いニーズに対応しながら、高齢者を中心として幅広い年代の方々にご利

用いただいています。 

・龍ケ崎市コミュニティバス乗車人員推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：龍ケ崎市作成資料） 

 2019(令和元)年９月にコミュニティバス運行計画の再編を行い、運行本数の増加や運行時

間の拡大、また運賃体系の見直しなどにより、利便性の向上を図りましたが、コロナ禍の影

響により利用者は大きく減少しました（2019(令和元)年度：197,776人→2020(令和２)年度：

161,703人）。 

 その後、徐々に社会経済活動がコロナ禍前の状況に近づいてきたことを受け、利用者は増

加傾向に転じ、2022(令和４)年度から 2024(令和６)年度までの３年間は、毎年過去最高の

利用者数を更新し続けています。 

 また、2025(令和７)年４月には、それまでの利用実績や要望などを踏まえながら、課題で

あった運行経費の削減や2024年問題を一つの契機とする運転士不足などへの対応を目的と

して、コミュニティバス運行計画の見直しを軸とした地域公共交通の再編を行いました。こ

の再編では、それまで200円としていた基本運賃を100円に改定したほか、一部ルートや運行

ダイヤの見直しを行っています。 
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（５）乗合タクシー 

 鉄道駅やバス停留所へのご移動など、これまで紹介した地域公共交通へのアクセスが難し

い方の移動手段を確保することを目的として、2012(平成24)年７月から運行を開始していま

す。運行時間や目的地を限定していますが、ご自宅までの送迎が可能であること、また１乗

車 500円という比較的安価な料金でご利用いただけることなど、乗合タクシー特有の魅力が

あり、高齢者を中心にご利用いただいています。 

 一時は運行事業者の閉業により 1社のみでの運行となった期間もありましたが、現在は有

限会社佐貫タクシー、布川交通株式会社の２社により、乗合タクシーが運行されています。

また、概ね市の西部にお住まいの方を有限会社佐貫タクシーが、また市の東部にお住まいの

方を布川交通株式会社がそれぞれ送迎することで、ご自宅までのお迎えの時間を短縮し、運

行の効率化を図っています。 

 

・龍ケ崎市乗合タクシー利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：龍ケ崎市作成資料） 

2016(平成28)年７月から市民窓口ステーションを、また 2019(令和元)年９月からさんさ

ん館子育て支援センターを目的地に追加し、利便性の向上を図ってきました。 

特に、市民窓口ステーションは、サプラスクエアサプラ内に設置されていることもあり、

行政手続きのほか、同施設内での買い物や通院などの需要にも対応でき、利用者の増加に大

きく寄与しています。 

 乗合タクシーは、自家用車や他の地域公共交通での移動が困難な方が主な利用者であるほ

か、利用実績に応じて市の補償額も増える仕組みになっており、「利用が多い＝他の地域公

共交通を利用できない方が多い」ともいえる側面があるなど、一概に利用が多ければよいと

も言えない性質がありますが、いわゆる交通弱者の移動を支えるセーフティネットとしての

役割は大きく、今後もこうした役割を担っていく必要があります。 
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（６）ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」 

 「龍ケ崎のるーと」は、2025(令和７)年３月末をもって運行終了となったコミュニティバ

ス長戸・白羽線、大宮線、八原線の代替手段として本格運行を開始した、事前予約・乗合型

の公共交通です。コミュニティバスのような定時定路線型の公共交通と違い、予約に応じて

ＡＩが効率的な配車や運行ルートを決定するため、「今すぐ使いたい」という即時予約にも

対応できるのが特徴です。 

本市では、本格運行の有用性を検証するため、2023(令和５)年度に５ヵ月間の実証実験を

行いました。その結果として、即時性や乗降ポイントの多さなど、利用者から高い評価を得

ることができたことも、本格運行の実施に至った要因の一つです。 

 

・龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：龍ケ崎市作成資料） 

 令和７年４月の本格運行開始から、延べ登録者数は増加傾向が続いていますが、利用者数

については、10月まで概ね増加傾向が続いていたものの、11月から12月にかけて減少が見ら

れます。この減少については、例年のコミュニティバス利用実績でも見られることから、季

節・気候の影響が大きいものと考えられます。今後も制度の浸透や利便性の定着を図り、登

録者・利用者の継続的な増加を図っていく必要がありますが、その中でも主な利用者層とな

る高齢者向けの利用促進を進め、認知度を高めていくことが重要です。 

 また、平日は午前７時台～午前９時台や午後３時台～午後４時台の利用が多く、また土曜

日は午後の時間帯の利用が多いなど、特定の時間帯に集中している状況が見られます。通勤

や通院、また早い時間帯の買い物など、利用時間が固定される目的での利用も多く、より多

くの方に快適にご利用いただく環境づくりを進めるため、利用時間の分散化も今後の課題と

なっています。 
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３．市内地域公共交通に関するアンケート調査 

 本計画の策定を進めるにあたり、市内地域公共交通の利用状況（利用頻度や利用者の属性

等）やご要望のほか、利用促進に関するアイデア等を調査するため、アンケートを実施しま

した。詳細は以下のとおりです。 

 

３－１ コミュニティバス利用者アンケート 

（１）調査概要 

項目 内容 

調査対象 龍ケ崎市コミュニティバスの利用者 

調査方式 配布：(1)コミュニティバス車内にアンケート用紙・回収箱を設置 

    ※周知チラシには Web回答用二次元コードを記載 

   (2)市職員がコミュニティバス全路線に乗車し、利用者に 

アンケート用紙を手渡し、回答を依頼 

回収：(1)回収箱からアンケート用紙を回収 

(2)Webページから回収  

調査期間 配布：(1)2025年10月17日(金)から 2025年11月３日(月)まで 

    ※Web回答も同様の期間で受付・回収 

聞取：(1)平日 2025年10月21日(火) ※循環ルート 

       2025年10月28日(火) ※枝線 

   (2)休日 2025年10月19日(日) ※循環ルート 

       2025年10月25日(土) ※枝線 

回収結果    (1)アンケート用紙からの回答：253票 

   (2)W e bからの回答     ： 45票 

 

（２）集計結果 

問１．あなたのご年齢について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 15歳以下 ７ 2.3% 

２ 16～18歳 27 9.1% 

３ 19～29歳 38 12.8% 

４ 30～39歳 24 8.1% 

５ 40～49歳 21 7.0% 

６ 50～59歳 37 12.4% 

７ 60～69歳 37 12.4% 

８ 70歳以上 106 35.6% 

９ 未回答 １ 0.3% 

 

「70歳以上」の回答数が最も多く、全体の

35％以上を占めています。 

次いで、「19～29 歳」、「50～59 歳」、「60～

69歳」の回答数が多く、それぞれ 12％程度と

なっています。 

また、全体の傾向として、50歳以上の回答

率が 60％を超えており、比較的高い世代から

の回答が多くなっています。 
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問２．あなたの性別について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 男性 103 34.6% 

２ 女性 191 64.1% 

３ その他 1 0.3% 

４ 無回答 3 1.0% 

 

問３．あなたの居住地について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 龍ケ崎 133 44.6% 

２ 馴柴 21 7.0% 

３ 八原 4 1.3% 

４ 長戸  0 0.0% 

５ 北文間 6 2.0% 

６ 川原代 4 1.3% 

７ 大宮 2 0.7% 

８ 龍ケ崎西 5 1.7% 

９ 松葉 10 3.4% 

10 長山 28 9.4% 

11 馴馬台 12 4.0% 

12 久保台 26 8.7% 

13 城ノ内 5 1.7% 

14 その他 42 14.1% 

 

問４．利用する目的について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 通勤 56 18.8% 

２ 通学 28 9.4% 

３ 買物 134 45.0% 

４ 仕事・業務 12 4.0% 

５ 通院 44 14.8% 

６ 塾、生涯学習 8 2.7% 

７ 飲食 29 9.7% 

８ 友人宅への訪問 6 2.0% 

９ 公共施設等への用事 66 22.1% 

10 遊び、レクリエーション 67 22.5% 

11 その他 28 9.4% 

女性の回答が 64％となっており、男性の２

倍近い割合になっています。 

「龍ケ崎」地区と回答された方が最も多く、

全体の半数近くを占めています。 

次いで「長山」地区、「久保台」地区、「馴

柴」地区が多く、約９％～７％となっていま

す。 

また、全体的な傾向として、令和７年４月

に行ったコミュニティバス運行計画の再編に

伴い、コミュニティバスの運行が終了した市

東部地域にお住まいの方(八原、長戸、大宮、

城ノ内)からの回答は少なくなっています。 

「買物」と回答された方が最も

多く、回答者全体の 45％が選択し

ています。次いで「遊び、レクリエ

ーション」、「公共施設等への用事」

が多く、いずれも 22％を超えてい

ます。 

また、「通勤」と回答された方も

18％を超えており、コミュニティ

バスの日常的な利用が根づいてい

ることが伺えます。 
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問５．利用頻度について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 16 5.4% 

２ １日に１～２回 46 15.4% 

３ 週に３～４回 75 25.2% 

４ 週に１～２回 63 21.1% 

５ 月に１～２回 61 20.5% 

６ 年に１～２回 21 7.0% 

７ 初めての利用 15 5.0% 

８ 無回答 1 0.3% 

 

問６．利用の多い路線と停留所名を教えてください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 循環ルート 198 66.4% 

２ 南が丘・サプラ線 21 7.0% 

３ 佐貫・川原代線 25 8.4% 

４ 若柴線 21 7.0% 

５ その他 3 1.0% 

６ 無回答 30 10.1% 

※利用の多い停留所名一覧は次のページに記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「週に３～４回」と回答された

方が最も多く、全体の 25％を占め

ており、次いで「週に１～２回」「月

に１～２回」といった回答がそれ

ぞれ約 20％を占めています。 

一方、「１日に１～２回」「１日に

３～４回以上」の回答の合計も

20％を上回り、いわゆるヘビーユ

ーザーの存在が伺えます。 

 「循環ルート」との回答が最も多

く、全体の 66％以上を占めていま

す。その他の路線は７％～８％程

度と、毎月のコミュニティバス利

用実績の路線別利用者数の比率と

大きな差はありません。 
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・利用の多い停留所名一覧 

※路線が共通している停留所はいずれかの路線にまとめて記載しています。 
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問７．利用する理由について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運賃が安い 182 61.1% 

２ 目的地まで乗継ぎが不要 108 36.2% 

３ 利用したい時刻に 

運行している 
64 21.5% 

４ ほかに利用できる 

移動手段がない 
121 40.6% 

５ その他 14 4.7% 

 

問８．コミュニティバスの運行に当たっては、年間１億円を超える財政負担が発生しており、課題の一つ

になっています。ご自身の経済状況も踏まえて、１乗車当たりの運賃で適切である（負担してもいい）と

思う金額を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 500円 4 1.3% 

２ 400円 3 1.0% 

３ 300円 11 3.7% 

４ 200円 91 30.5% 

５ 100円 157 52.7% 

６ 100円未満 15 5.0% 

７ その他 12 4.0% 

８ 未回答 5 1.7% 

 

問９．バスロケーションシステム(※)について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

   ※バスの時刻表、車両の現在位置、到着時刻等の情報をスマートフォンや PC からリアルタイム

で把握できるシステム 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 日頃から利用している 77 25.8% 

２ 時々利用している 68 22.8% 

３ 知ってはいるが利用していない 104 34.9% 

４ 初めて聞いた 38 12.8% 

５ 未回答 11 3.7% 

 

 

 

 

 

 「運賃が安い」と回答された方が

回答者全体の 60％を超えており、

運賃が大きな動機になっていると

推察されます。 

 一方で、「ほかに利用できる移動

手段がない」という回答も 40％を

超えており、コミュニティバスが

果たす役割の大きさが伺えます。 

 現在の運賃と同等である「100円」と回答さ

れた方の割合が 50％を超え、最も高くなって

おり、現在の運賃設定に多くの方のご理解を

得られていることが伺えます。一方で、「200

円」と回答された方の割合も 30％を超えてお

り、「より安価な運賃を」と求める声は多くあ

りません。 

「初めて聞いた」「未回答」

の方を除き、80％以上の方に

認知されており、バス待ちの

際の不安解消に寄与している

ことが伺えます。 
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問 10．済生会病院・市役所・関東鉄道竜ヶ崎線・サプラに設置されているデジタルサイネージ(※)につ

いて、当てはまる項目を 一つ選択してください。 

※バスの時刻表、路線、主な行先等の情報をリアルタイムで把握できる電子掲示板 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 日頃から利用している 56 18.8% 

２ 時々利用している 84 28.2% 

３ 知ってはいるが利用していない 62 20.8% 

４ 初めて聞いた 84 28.2% 

５ 未回答 12 4.0% 

 

問 11．バスまち処「まてまて」(※)について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

※コミュニティバス等を待つ間、指定された施設内設備のトイレや休憩所をご利用いただけるサ

ービス 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 日頃から利用している 14 4.7% 

２ 時々利用している 33 11.1% 

３ 知ってはいるが利用していない 102 34.2% 

４ 初めて聞いた 140 47.0% 

５ 未回答 9 3.0% 

 

問 12．コミュニティバスに対するご意見・ご要望はありますか。当てはまる項目を選択してください。

（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運行時間 107 35.9% 

２ 運行本数 147 49.3% 

３ 運賃の割引 7 2.3% 

４ バス停の設置 18 6.0% 

５ 運行ルート 42 14.1% 

６ バス車両 14 4.7% 

７ 公共交通の乗継 21 7.0% 

８ バス停の環境 12 4.0% 

９ 情報提供 3 1.0% 

10 乗務員 6 2.0% 

11 要望は特にない 77 25.8% 

12 その他 16 5.4% 

 

 

 「初めて聞いた」という回答

が約28％と、バスロケーショ

ンシステムに関する設問と比

較して高く、設置場所が限ら

れることが要因と思われま

す。 

 「初めて聞いた」という回答

が約 47％と、バスロケーショ

ンシステムに関する回答と比

較して認知度に差が見られ、

設置場所が限られることが要

因の一つと考えられます。 

「運行本数」に関するご意見が最も多

く、回答者全体の約 50％が選択していま

す。次いで「運行時間」が約 36％、「運行

ルート」が約 14％となっており、利便性

の向上を求める声が上がっています。問

13の自由記載の中でも、日中、特に昼間

の時間帯の増便や、夜間の運行の確保と

いった意見が多く見られました。 

 一方で「要望は特にない」と回答された

方の割合も 25％を超えており、一定の方

にご満足をいただけているものと推察さ

れます。 
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問 13．問 12で「意見、要望は特にない」以外を選択された方にお聞きします。そのご意見・ご要望の内

容をできる限り詳しくお答えください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

問 14．問 12での要望が実現した場合、どの程度の頻度での利用が想定されますか。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 20 10.9% 

２ １日に１～２回 40 21.9% 

３ 週に３～４回 43 23.5% 

４ 週に１～２回 26 14.2% 

５ 月に１～２回 17 9.3% 

６ 年に１～２回 5 2.7% 

７ 無回答 32 17.5% 

 

問 15．コミュニティバスの利用促進につながるアイデアを募集しております。新たなイベントの開催や

取組の導入など、些細なことでも構いませんので、自由にご記入ください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５の設問と比較し、「月に１～２回」

「週に１～２回」の割合が減少し、「１日

に１～２回」「１日に３～４回以上」の割

合が増加しています。要望は多岐にわた

りますが、利便性の向上のより一定の利

用者の増加が期待できる結果になってい

ます。 

利用に応じたポイント制度の導入や、無料運行といったご提案や、イベント等開催時のコミュニテ

ィバスを活用したアクセス方法の周知をはじめとしたＰＲ手法に対するご提案がありました。 

その他、運行本数の増加を求めるご意見や、乗務員の対応に対する感謝の声などが挙がっています。 



17 

 

３－２ 関東鉄道竜ヶ崎線利用者アンケート 

（１）調査概要 

項目 内容 

調査対象 関東鉄道竜ヶ崎線の利用者 

調査方式 配布：(1)関東鉄道竜ヶ崎駅改札前及び佐貫駅改札前に 

アンケート用紙・回収箱を設置 

     ※周知チラシには Web回答用二次元コードを記載 

(2)市職員が関東鉄道竜ヶ崎駅構内において、 

同路線利用者にアンケート用紙を配布し回答を依頼 

回収：(1)回収箱からアンケート用紙を回収 

(2)Webページから回収 

調査期間 配布：(1)2025年10月17日(金)から 2025年11月３日(月)まで 

    ※Web回答も同様の期間で受付・回収 

聞取：(1)平日 2025年10月17日(金) 

   (2)休日 2025年11月１日(土) 

回収結果 (1)アンケート用紙からの回答：173票 

   (2)W e bからの回答     ： 76票 

 

（２）集計結果 

問１．あなたのご年齢について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 15歳以下 18 7.2% 

２ 16～18歳 63 25.3% 

３ 19～29歳 35 14.1% 

４ 30～39歳 27 10.8% 

５ 40～49歳 24 9.6% 

６ 50～59歳 33 13.3% 

７ 60～69歳 29 11.6% 

８ 70歳以上 20 8.0% 

９ 未回答 0 0% 

 

問２．あなたの性別について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 男性 129 51.8% 

２ 女性 112 45.0% 

３ その他 1 0.4% 

４ 無回答 7 2.8% 

「16～18歳」の回答数が最も多く、全体の

約 25％を占めています。 

次いで、「19～29 歳」、「50～59 歳」、「60～

69歳」の回答数が多く、それぞれ 14％～11％

程度となっています。 

また、全体の傾向として、40代以下の回答

率が約 70％となっており、高齢者に限らず、

通勤・通学といった比較的若い世代の利用が

多く見られます。 

「男性」「女性」ともに約 50％程度となって

おり、コミュニティバスのような大きな男女

差はありませんでした。 
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問３．あなたの居住地について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

 

 

問４．利用する目的について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 通勤 71 28.5% 

２ 通学 83 33.3% 

３ 買物 34 13.7% 

４ 仕事・業務 29 11.6% 

５ 通院 15 6.0% 

６ 塾、生涯学習 4 1.6% 

７ 飲食 14 5.6% 

８ 友人宅への訪問 11 4.4% 

９ 公共施設等への用事 13 5.2% 

10 遊び、レクリエーション 35 14.1% 

11 その他 26 10.4% 

 

 

 

 

 

 

 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 龍ケ崎 97 39.0% 

２ 馴柴 5 2.0% 

３ 八原 1 0.4% 

４ 長戸  0 0.0% 

５ 北文間 3 1.2% 

６ 川原代 3 1.2% 

７ 大宮 5 2.0% 

８ 龍ケ崎西 5 2.0% 

９ 松葉 0 0.0% 

10 長山 1 0.4% 

11 馴馬台 2 0.8% 

12 久保台 0 0.0% 

13 城ノ内 3 1.2% 

14 その他 124 49.8% 

「龍ケ崎」地区と回答された方が最も多く、

全体の 40％近くを占めていますが、市内のそ

の他の地区からの利用はあまり見られず、全

体の半数近くが「その他」という回答でした。 

 これは、関東鉄道佐貫駅とＪＲ龍ケ崎市駅

が隣接しており、市外からの来訪者も竜ヶ崎

線を多く利用されるためで、その中でも「牛

久市」や「取手市」といった回答が多く見ら

れています。その他にも、「土浦市」や「つく

ば市」といった県内自治体のほか、「東京都」

といった回答も見られています。 

「通学」と回答された方が最も

多く、回答者全体の約 33％が選択

しています。次いで「通勤」が約

28％となっており、いわゆる「定期

利用」の割合が高くなっています。   

その他「遊び、レクリエーショ

ン」「買物」「仕事、業務」といった

項目が続いており、いずれも 10％

を少し上回る割合になっていま

す。 
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問５．利用頻度について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 17 6.8% 

２ １日に１～２回 102 41.0% 

３ 週に３～４回 29 11.6% 

４ 週に１～２回 20 8.0% 

５ 月に１～２回 51 20.5% 

６ 年に１～２回 18 7.2% 

７ 初めての利用 12 4.8% 

８ 無回答 0 0% 

 

問６．利用する理由について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 他の交通手段よりも 

目的地まで早く着くから 
57 22.9% 

２ 他の交通手段よりも時間が正確だから 54 21.7% 

３ 他の交通手段よりも費用が安いから 13 5.2% 

４ 他の交通手段よりも快適だから 30 12.0% 

５ 鉄道を利用するのが好きだから 36 14.5% 

６ 仕事の都合上、 

公共交通を利用している 
40 16.1% 

７ 他に利用する交通手段がないから 127 51.0% 

８ その他 21 8.4% 

 

問７．竜鉄コロッケ☆フリーきっぷ(※)の利用について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

   ※竜ヶ崎コロッケの２００円割引券のついた竜ヶ崎線１日乗車フリーきっぷ 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 日頃から利用している 5 2.0% 

２ 時々利用している 9 3.6% 

３ 知ってはいるが利用していない 133 53.4% 

４ 初めて聞いた 101 40.6% 

５ 未回答 1 0.4% 

 

 

 

 

 

「１日に１～２回」という回答

が最も多く、全体の約 41％を占め

ていますが、次いで多いのが「月に

１～２回」で約 20％となっている

ほか、「週に１～２回」以下の回答

が 40％を超えており、非定期利用

の割合も低くないことが伺えま

す。 

「他に利用する交通手段

がないから」という回答が

と最も多く、全体の 51％が

選択しています。 

その他「他の交通手段よ

りも目的地まで早く着くか

ら」、「他の交通手段よりも

時間が正確だから」がそれ

ぞれ約 22％と多くなってい

ます。 

「初めて聞いた」との回答

が 40％を超えているほか、「知

ってはいるが利用していな

い」との回答も 50％を超えて

おり、実際の利用に結びつい

ていない現状が伺えます。 
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問８．サイクルトレイン(※)の利用について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

   ※一部の時間帯で、自転車を解体したりすることなく、車両内にそのまま持ち込むことができる

サービス 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 日頃から利用している 4 1.6% 

２ 時々利用している 10 4.0% 

３ 知ってはいるが利用していない 182 73.1% 

４ 初めて聞いた 52 20.9% 

５ 未回答 1 0.4% 

 

問９．関東鉄道竜ヶ崎線は、平成 20年代から赤字が続き、令和６年度収支は約５０００万円の赤字とな

っています。この点についてどう思うか、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 
自治体が更なる利用者を増やす支援 

（沿線開発等）をして維持していくべき 
106 42.6% 

２ 
維持できないのであれば、 

バス等の他の交通手段で代替すべき 
27 10.8% 

３ 
国・県・市の金銭的な支援(税金の投入)に 

よって維持していくべき 
93 37.3% 

４ その他 18 7.2% 

５ 未回答 5 2.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知ってはいるが利用して

いない」との回答が約 73％と

高く、こちらも実際の利用に

結びついていない現状が伺え

ます。 

「自治体が更なる利用者を増やす支援（沿線開発等）をして維持していくべき」や

「国・県・市の金銭的な支援(税金の投入)によって維持していくべき」といった、

自治体からの支援を求める回答が多く、いずれも 40％近い割合になっている一

方、「維持できないのであれば、バス等の他の交通手段で代替すべき」との回答は

約 10％となっています。 
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問 10．関東鉄道竜ヶ崎線に対するご意見・ご要望はありますか。当てはまる項目を選択してください。

（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運行本数 95 38.2% 

２ 始発・終発時間 31 12.4% 

３ 運賃 49 19.7% 

４ 竜ヶ崎線の駅数 19 7.6% 

５ ＪＲ常磐線との乗継 61 24.5% 

６ 定期券の料金 41 16.5% 

７ 
竜ヶ崎駅での路線バスや 

コミュニティバスとの接続 
42 16.9% 

８ 意見、要望は特にない 53 21.3% 

９ その他 27 10.8% 

 

問 11．問 10で「意見、要望は特にない」以外を選択された方にお聞きします。そのご意見・ご要望の内

容をできる限り詳しくお答えください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

問 12．問 11での要望が実現した場合、どの程度まで利用の頻度が増えるとお考えでしょうか。当てはま

る項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 17 8.5% 

２ １日に１～２回 72 36.0% 

３ 週に３～４回 21 10.5% 

４ 週に１～２回 22 11.0% 

５ 月に１～２回 30 15.0% 

６ 年に１～２回 8 4.0% 

７ 無回答 30 15.0% 

 

問 13．関東鉄道竜ヶ崎線の利用促進に関するアイデアを募集しております。新たなイベントの開催や取

組の導入など、些細なことでも構いませんので、自由にご記入ください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

 

 

 

 

  

「運行本数」に関するご意見が

最も多く、回答者全体の約 38％が

選択しています。その他、「ＪＲ

常磐線との乗継」「運賃」「竜ヶ崎

駅での路線バスやコミュニティバ

スとの接続」といった項目が続く

一方で、全体の約 20％からは「意

見、要望は特にない」といった回

答が得られています。 

問５の設問と比較し、「年に１

～２回の利用」「月に１～２回の

利用」の割合が減少し、「週に１

～２回」の割合が微増しています

が、「無回答」の割合が 15％と高

いこともあり、大幅な利用の増加

といった回答は得られませんでし

た。 

季節ごとの企画列車の運行や鉄道ファン向け・子ども向けイベントの開催、駅周辺のにぎわいづく

りといったご提案がありました。その他、運賃や運行本数に対するご意見や駅員の対応に対する感謝

の声などが挙がっています。 
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３－３ 龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」利用者アンケート 

（１）調査概要 

項目 内容 

調査対象 龍ケ崎市乗合タクシー「龍タク」の利用者 

調査方式 配布：「龍タク」車内にアンケート用紙・回収箱を設置 

回収： 回収箱からアンケート用紙を回収    

調査期間 配布：2025年10月17日(金)から 2025年11月３日(月)まで   

   ※乗務員からの声掛けによる 

回収結果 アンケート用紙からの回答：48票 

 

（２）集計結果 

問１．あなたのご年齢について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 15歳以下 0 0.0% 

２ 16～18歳 0 0.0% 

３ 19～29歳 0 0.0% 

４ 30～39歳 0 0.0% 

５ 40～49歳 0 0.0% 

６ 50～59歳 2 4.2% 

７ 60～69歳 6 12.5% 

８ 70歳以上 40 83.3% 

９ 未回答 0 0.0% 

 

問２．あなたの性別について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 男性 11 22.9% 

２ 女性 31 64.6% 

３ その他 0 0.0% 

４ 無回答 6 12.5% 

 

  

「70歳以上」との回答が約 83％と高く、

次いで「60～69歳」が約 12％となってお

り、高齢者層が乗合タクシーの主な利用者

となっていることが伺えます。 

「女性」の割合が約 65％となっており、

「男性」の３倍近い数値になっています。 
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問３．あなたの居住地について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 龍ケ崎 14 29.2% 

２ 馴柴 9 18.8% 

３ 八原 0 0.0% 

４ 長戸  0 0.0% 

５ 北文間 2 4.2% 

６ 川原代 10 20.8% 

７ 大宮 1 2.1% 

８ 龍ケ崎西 0 0.0% 

９ 松葉 7 14.6% 

10 長山 3 6.3% 

11 馴馬台 1 2.1% 

12 久保台 0 0.0% 

13 城ノ内 0 0.0% 

14 その他 1 2.1% 

 

４．利用する目的について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 通勤 0 0.0% 

２ 通学 0 0.0% 

３ 買物 14 29.2% 

４ 仕事・業務 1 2.1% 

５ 通院 33 68.8% 

６ 塾、生涯学習 0 0.0% 

７ 飲食 0 0.0% 

８ 友人宅への訪問 1 2.1% 

９ 公共施設等への用事 19 39.6% 

10 遊び、レクリエーション 3 6.3% 

11 その他 0 0.0% 

 

 

  

「龍ケ崎」地区との回答が約 29％と高

く、次いで「川原代」、「馴柴」の割合が高

くなっています。一方で、「八原」「長戸」

「龍ケ崎西」「久保台」「城ノ内」といった

地区からの回答はなく、回答者に一定の偏

りが見られます。 

「通院」との回答が最も多く、回

答者全体の約 69％が選択していま

す。次いで「公共施設等への用事」

が約 40％、「買い物」が約 29％とな

っており、この３項目が利用目的の

ほとんどを占めています。 
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問５．利用頻度について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 0 0.0% 

２ １日に１～２回 3 6.3% 

３ 週に３～４回 1 2.1% 

４ 週に１～２回 7 14.6% 

５ 月に１～２回 32 66.7% 

６ 年に１～２回 4 8.3% 

７ 初めての利用 1 2.1% 

８ 無回答 0 0.0% 

 

問６．利用する理由について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運賃が安い 30 62.5% 

２ 自宅まで乗車できる 32 66.7% 

３ 他の公共交通よりも早く着く 14 29.2% 

４ 送迎してもらわなくて済む 11 22.9% 

５ 家族や友人の付き添いをする 7 14.6% 

６ その他の交通手段がない 10 20.8% 

７ その他 1 2.1% 

 

問７．一般タクシーの利用について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 利用することがある 39 81.3% 

２ 利用することはない 9 18.8% 

 

問８．問７で「利用することがある」を選択された方にお聞きします。一般のタクシーを利用する理由に

ついて、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 他人と乗合したくない 2 5.1% 

２ 即時に利用したい機会が多い 17 43.6% 

３ 目的地が異なる 20 51.3% 

４ その他 4 10.3% 

 

 

 

 

「月に１～２回」という回答が最

も多く、全体の約 67％を占めていま

す。次いで「週に１～２回」で約

15％、「年に１～２回」で約８％とい

った回答が続いており、コミュニテ

ィバスや関東鉄道竜ヶ崎線と比較し

て利用頻度は少ない傾向にありま

す。 

 「自宅まで乗車できる」との

回答が最も多く、回答者全体の

約 67％を占めています。次いで

「運賃が安い」が約 63％と、同

様に高い割合を占めています。 

 「目的地が異なる」との回答

が約 51％と高く、利用目的に応

じて一般タクシーと使い分けら

れている実情が伺えます。 

 一般タクシーを「利用するこ

とがある」との回答が約 81％と

高くなっています。 
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問９．龍タクは、一般のタクシーに比べ運賃が安価になっていますが、サービス内容やご自身の経済状況

を踏まえて、１乗車当たりの運賃として適切である（負担してもいい）と思う金額を一つ選択してくださ

い。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 1000円 1 2.1% 

２ 900円 0 0.0% 

３ 800円 1 2.1% 

４ 700円 0 0.0% 

５ 500円 37 77.1% 

６ 300円 4 8.3% 

７ 200円未満 2 4.2% 

８ その他 3 6.3% 

９ 未回答 0 0％ 

 

問 10．「龍タク」に対するご意見・ご要望はありますか。当てはまる項目を選択してください。（複数選

択可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運行時間 14 29.2% 

２ 運賃の割引 4 8.3% 

３ 目的地 25 52.1% 

４ 車両 0 0.0% 

５ 公共交通の乗継 1 2.1% 

６ 情報提供 1 2.1% 

７ 乗務員 0 0.0% 

８ 予約方法 1 2.1% 

９ 意見、要望は特にない 16 33.3% 

10 その他 1 2.1% 

 

問 11．問 10で「意見、要望は特にない」以外を選択された方にお聞きします。そのご意見・ご要望の内

容をできる限り詳しくお答えください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

 

  

 現行の運賃と同等である「500円」との

回答が最も多く、約 77％を占めています。 

その他の回答にはばらつきが見られます

が、「300円」「200円未満」との回答が若

干多くなっています。 

 「目的地」に対するご意見が最も

多く、回答者全体の約 52％が選択し

ており、次いで「運行時間」が約

29％と高い割合になっています。 

 一方で、「意見、要望は特にな

い」との回答が約 33％となっており

ます。 
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問 12．問 10での要望が実現した場合、どの程度の頻度での利用が想定されますか。当てはまる項目を一

つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 0 0.0% 

２ １日に１～２回 1 3.1% 

３ 週に３～４回 6 18.8% 

４ 週に１～２回 12 37.5% 

５ 月に１～２回 12 37.5% 

６ 年に１～２回 1 3.1% 

 

問 13．「龍タク」の利用促進に関するアイデアを募集しております。新たなイベントの開催や取組の導入

など、些細なことでも構いませんので、自由にご記入ください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問５の設問と比較し、「月に１

～２回の利用」の割合が大きく減

少し、「週に１～２回」「週に３～

４回」の割合が増加しています。 

目的地追加の要望のほか、乗務員の対応に対する感謝の声などが挙がっていますが、回答数が全

体で５件と少なく、あまりご提案を集めることができませんでした。 
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３－４ 龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」利用者アンケート 

（１）調査概要 

項目 内容 

調査対象 龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」の利用者 

調査方式 配布：「龍ケ崎のるーと」車内にアンケート用紙・回収箱を設置 

回収：回収箱からアンケート用紙を回収   

調査期間 配布：2025年10月17日(金)から 2025年11月３日(月)まで   

   ※乗務員からの声掛けによる 

回収結果 アンケート用紙からの回答：123票 

 

（２）集計結果 

問１．あなたのご年齢について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 15歳以下 8 6.5% 

２ 16～18歳 11 8.9% 

３ 19～29歳 14 11.4% 

４ 30～39歳 12 9.8% 

５ 40～49歳 15 12.2% 

６ 50～59歳 11 8.9% 

７ 60～69歳 10 8.1% 

８ 70歳以上 42 34.1% 

９ 未回答 0 0% 

 

問２．あなたの性別について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 男性 37 30.1% 

２ 女性 85 69.1% 

３ その他 0 0.0% 

４ 無回答 1 0.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

「70歳以上」との回答が最も多く、全体

の約 34％を占めています。また、全体の傾

向として、「16～18歳」、「19～29歳」、「30

～39歳」、「40～49歳」、「50～59歳」、「60～

69歳」との回答が概ね８％～12％となって

おり、広い世代にご利用いただいているこ

とが伺えます。 

「女性」との回答が約 69％となってお

り、「男性」の２倍以上の割合になっていま

す。 
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問３．あなたの居住地について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 龍ケ崎 61 49.6% 

２ 馴柴 1 0.8% 

３ 八原 9 7.3% 

４ 長戸  9 7.3% 

５ 北文間 1 0.8% 

６ 川原代 1 0.8% 

７ 大宮 13 10.6% 

８ 龍ケ崎西 5 4.1% 

９ 松葉 0 0.0% 

10 長山 0 0.0% 

11 馴馬台 0 0.0% 

12 久保台 0 0.0% 

13 城ノ内 13 10.6% 

14 その他 10 8.1% 

 

問４．利用する目的について、当てはまる項目を選択してください。（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 通勤 15 12.2% 

２ 通学 16 13.0% 

３ 買物 38 30.9% 

４ 仕事・業務 9 7.3% 

５ 通院 34 27.6% 

６ 塾、生涯学習 4 3.3% 

７ 飲食 16 13.0% 

８ 友人宅への訪問 4 3.3% 

９ 公共施設等への用事 28 22.8% 

10 遊び、レクリエーション 27 22.0% 

11 その他 8 6.5% 

 

 

 

 

 

 

 

「龍ケ崎」地区との回答が約 49％と、全

体の半数近くを占めています。その他、「八

原」「長戸」「大宮」「龍ケ崎西」「城ノ内」

に回答が分散しています。 

一方で、「松葉」、「長山」をはじめとした

「龍ケ崎のるーと」の運行エリア外の地区

からの利用はほとんど見られませんでし

た。 

 

「買物」との回答が最も多く、全

体の約 31％を占めていますが、他に

回答の多かった「通院」、「公共施設

等への用事」、「遊び、レクリエーシ

ョン」といった項目とも大きな開き

はなく、様々な目的に応じて幅広く

ご利用いただけていることが伺えま

す。 
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問５．利用頻度について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 3 2.4% 

２ １日に１～２回 7 5.7% 

３ 週に３～４回 13 10.6% 

４ 週に１～２回 33 26.8% 

５ 月に１～２回 54 43.9% 

６ 年に１～２回 3 2.4% 

７ 初めての利用 9 7.3% 

８ 無回答 1 0.8% 

 

問６．利用の多い乗降ポイントをご記入ください。（３つまで記入可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 210 竜ヶ崎駅 27 22.0% 

２ 550 済生会病院 18 14.6% 

３ 568 蔦屋書店 10 8.1% 

４ 105 龍ケ崎市役所 9 7.3% 

５ 142 城南ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(ﾔｵｺｰ) 9 7.3% 

６ 111 愛戸 5 4.1% 

７ 127 野村医院 5 4.1% 

８ 317 流経大ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ場(南側) 4 3.3% 

～以下略～ 

 

問７．自宅から最も近い乗降場所までの距離について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 約 50ｍ未満 44 35.8% 

２ 約 50～100ｍ 33 26.8% 

３ 約 100～300ｍ 26 21.1% 

４ その他 14 11.4% 

５ 未回答 6 4.9% 

 

 

 

 

 

 

 

「月に１～２回」との回答が最も

多く、全体の約 44％を占めていま

す。次いで「週に１～２回」、「週に

３～４回」が多くなっており、全体

として非定期利用の割合が高くなっ

ています。 

「竜ヶ崎駅」との回答が最も

多く、全体の 22％を占めていま

す。次いで「済生会病院」、「蔦

屋書店」、「龍ケ崎市役所」、「城

南ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ」が多くなって

おり、その他全体の傾向を見て

も、病院や商業施設、公共施設

等の利用が多くなっています。 

「約 50ｍ未満」との回答が約

36％と最も多く、距離の近さに比

例して回答数も多くなっていま

す。また、「東京都」からの来訪

者の利用も一部見られました。 
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問８．利用する理由について、当てはまる項目を選択してください（複数回答可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運賃が安い 80 65.0% 

２ 事前予約が可能 63 51.2% 

３ 即時予約が可能 47 38.2% 

４ 乗降ポイントが豊富 28 22.8% 

５ 電話で予約できる 22 17.9% 

６ アプリの操作が簡単 27 22.0% 

７ その他の交通手段より早く着く 22 17.9% 

８ その他の交通手段がない 29 23.6% 

９ その他 5 4.1% 

 

問９．一般タクシーの利用について、当てはまる項目を一つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 利用することがある 58 47.2% 

２ 利用することはない 64 52.0% 

３ 未回答 1 0.8% 

 

問 10．問９で「利用することがある」を選択された方にお聞きします。一般のタクシーを利用する理由

について、当てはまる項目を選択してください（複数回答可）。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 他人と乗合したくない 2 3.4% 

２ 即時に利用したい機会が多い 15 25.9% 

３ 目的地が異なる 28 48.3% 

４ その他 15 25.9% 

 

 

  

「運賃が安い」との回答が

最も多く、回答者全体の 65％

が選択しています。次いで、

「事前予約が可能」、「即時予

約が可能」といった、予約方

法に関する項目が多く選ばれ

ています。 

 「利用することはない」との回

答が 52％と高く、乗合タクシーの

アンケート結果とは異なった回答

が得られています。 

 乗合タクシーのアンケート結果

と同様、「目的地が異なる」との

回答が最も高く、回答者全体の約

48％を占めています。 
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問 11．龍ケ崎のるーとは、一般のタクシーに比べ運賃が安価になっていますが、サービス内容やご自身

の経済状況を踏まえて、１乗車当たりの運賃として適切である（負担してもいい）と思う金額を一つ選択

してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 1000円以上 1 0.8% 

２ 800円 2 1.6% 

３ 700円 0 0.0% 

４ 500円 17 13.8% 

５ 300円 56 45.5% 

６ 200円 34 27.6% 

７ 100円未満 2 1.6% 

８ その他 2 1.6% 

９ 未回答 9 7.3% 

 

問 12．「龍ケ崎のるーと」に対するご意見・ご要望はありますか。当てはまる項目を選択してください。

（複数選択可） 

No. 回答 回答数 回答率 

１ 運行時間 29 23.6% 

２ 運賃の割引 9 7.3% 

３ 乗降ポイント 26 21.1% 

４ 車両 6 4.9% 

５ 公共交通の乗継 6 4.9% 

６ 情報提供 2 1.6% 

７ 乗務員 1 0.8% 

８ 予約方法 0 0.0% 

９ リーフレット 0 0.0% 

10 意見、要望は特にない 48 39.0% 

11 その他 13 10.6% 

 

問 13．問 12で「意見、要望は特にない」以外を選択された方にお聞きします。そのご意見・ご要望の内

容をできる限り詳しくお答えください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

 

 

 

 

 現行の運賃と同様である「300円」との

回答が約 46％と最も多く、一定の理解をい

ただけているものと見られます。一方で、

コミュニティバスや乗合タクシーのアンケ

ート結果とは異なり、現行の金額未満であ

る「200円」、「100円未満」との回答の合計

が約 29％と、比較的高くなっています。 

 「運行時間」との回答が最も多

く、回答者全体の約 24％が選択して

ます。次いで「乗降ポイント」が約

21％と高くなっていますが、一方で

「意見、要望は特にない」との回答

も 39％と高くなっており、現在の運

行内容に一定のご理解をいただけて

いることが伺えます。 
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問 14．問 12での要望が実現した場合、どの程度の頻度での利用が想定されますか。当てはまる項目を一

つ選択してください。 

No. 回答 回答数 回答率 

１ １日に３～４回以上 5 6.7% 

２ １日に１～２回 9 12.0% 

３ 週に３～４回 12 16.0% 

４ 週に１～２回 25 33.3% 

５ 月に１～２回 14 18.7% 

６ 年に１～２回 4 5.3% 

７ 初めての利用 0 0.0% 

８ 無回答 6 8.0% 

 

問 15．「龍ケ崎のるーと」の利用促進に関するアイデアを募集しております。新たなイベントの開催や取

組の導入など、些細なことでも構いませんので、自由にご記入ください。 

※巻末に一括掲載しています。 

 

 

 

  

説明会の開催や学生・子どもをターゲットとしたＰＲの展開、商業施設等と連携したキャンペー

ンの実施といったご提案がありました。その他、回数券の導入や乗降ポイントの増加といったご要

望も挙がっています。 

 設問５と比較し、「月に１～２回」

との回答が大きく減少し、「週に１～

２回」、「週に３～４回」、「１日に１

～２回」、「1日に３～４回以上」の

回答が総じて増加しています。 
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４．市内地域公共交通における課題 

 龍ケ崎市地域公共交通計画において、本市の現状や施政方針を踏まえた課題が整理され

ています。本計画においては、現在市が抱える課題に対し、利用促進の観点からアプロー

チをかけていくものとするため、龍ケ崎市地域公共交通計画と共通の課題を位置付けるも

のとします。  

（以下、龍ケ崎市地域公共交通計画より転記） 

 

 

  ・人の移動を支え、まちづくりと連携した公共交通ネットワークの形成が必要。 

  ・今後人口減少が見込まれるエリアについては、地域の実情に応じた運行形態や運行方法を検

討し、効率化を図ることが必要。 

  ・持続可能な地域公共交通の実現に向け、負担の公平性や収支の改善に向けた取組を検討し、

地域公共交通全体の利用者の増加を図ることが必要。 

 

 

・龍ケ崎市街地、佐貫市街地、北竜台市街地、龍ヶ岡市街地の４つに分散する都市拠点におけ

る公共交通のサービス水準を維持・向上して、まちづくりを支援することが必要。 

 

 

・高齢者等が安心して外出できるように、ハード・ソフト面から公共交通の充実が必要。 

・高齢者等の交通弱者の生活交通の維持・確保へ向けた継続的な取組が必要。 

 

 

・通勤・通学などの外出目的に応じて、各公共交通の特性に応じた役割分担及び交通結節点の

整備を行い、市内全域を網羅した最適な公共交通網を形成していくことが必要。 

・周辺自治体との連携も含めた広域的な地域公共交通ネットワークの構築を目指すことも必

要。 

 

 

・地域公共交通を持続していくためには、公共交通の再編だけではなく、市民の公共交通への

関心・利用意識を高めていくことが重要。 

・公共交通に関する情報発信を行うとともに、市民にとってわかりやすく、使いやすい公共交

通となるような施策を検討していくことが必要。 

 

 

・まちづくりと連携した施策や自転車・福祉施策を通じた移動手段の確保などを含め、地域の輸

送資源を総動員した地域公共交通を検討することが求められる。 

  

課題１：人口減少・少子高齢化に対応した持続可能な地域公共交通網の形成 

課題２：地域の特性に応じた有機的かつ効率的な地域公共交通網の形成 

課題３：超高齢社会に対応した安全・安心な外出環境の確保 

課題４：各公共交通機関や周辺自治体との連携による利便性の向上 

課題５：多様な世代が利用しやすい地域公共交通の実現 

課題６：関連施策（福祉、自転車、観光等）との連携 
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５．もしも地域公共交通がなくなると 

 毎日、本市内の様々な場所で運行していることが「当たり前」になっている地域公共交

通ですが、このまま利用者の減少が続くと、運賃収入が減少し、運行の維持・継続が難し

くなります。そして将来的には便数の減少や、最悪の場合には、運行の終了といった事態

にもなりかねません。もしそのような状況になってしまったら、皆さんの生活にどのよう

な影響が出るでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、皆さんの生活に直結するような負担の増加はもちろんですが、地域公共交

通の減少によって様々な影響が出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース１ 関東鉄道竜ヶ崎線を利用して市外の大学へ通う学生 

 
何とか運転免許を取得して自家用車を運転できるけど、車の維持

費もかかるし、駅近くに駐車場が借りられず、駅までそれなりの距

離を歩いて移動するしかないのがとても不便。 

特に朝は通勤時間と重なるから一般車両も多く、渋滞に巻き込ま

れてストレスが溜まってしまう。 

ケース２ コミュニティバスを利用して通院している高齢者 

一般のタクシーで日頃の通院を済ませるようになった。これまで

は往復200円で移動できていたものが、片道2,000円以上かかるよう

になってしまい、生活の大きな負担になっている。   

買い物や通院の回数を減らしてなんとか生活しているが、今後も

この負担が続くと思うと不安でならない。 

ケース３ 路線バスを利用して市外へ通学している子どもの保護者 

 毎日自転車で早朝に家を出て、遅い時間に帰ってくるので疲れが

たまっていないか心配。車で送迎してあげたい気持ちもあるが、出

勤に間に合わなくなってしまう。あまり大きな負担が続くようなら

仕事を変えることも検討しようか。 

 自家用車の利用増 

 交通渋滞の悪化 

 環境汚染の深刻化 

 保護者、家族の負担増 
 経済的負担の増加 

 外出機会の減少 

 社会的孤立 

 地域間交流の減少 

 買い物難民 

 通院機会の減少 

 通学の選択肢減少 

 地域経済の停滞 

 
観光客の移動手段

がなくなる 
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これらのように、短期的・長期的いずれの視点からも様々な影響が発生し、私たちの生

活や未来に大きな負荷がかかります。「今はまだ運行が続いているから、すぐにはなくなら

ないだろう。」と思っていても、将来まで運行が継続されている保証はないのです。 

 こうした事態を避けるために、私たちはどうすればよいのでしょうか。それは、公共交

通を「利用する」ことが最も有効な改善策であり、解決策です。 

  

 

 

 

 

 

また、バス停への移動を片道10分として、往復で 1日20分ウォーキングをしたと考える

と、生活習慣病の予防といった健康上の効果が期待できるとされています。 

 

 ほかにも、地域公共交通を利用することで、他にもこのようなメリットがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自家用車の持つ「自由に移動できるから」「好きな時に移動できるから」というメリット

も大変大きな魅力ですが、地域公共交通を利用するメリット、また地域公共交通がなくな

ってしまった場合のデメリットは、いずれも大変大きなものがあります。 

 「地域公共交通を使う」ことを、皆さんの生活の一部として考えていただきたいと思い

ます。 

  

龍ケ崎市の人口約75,000人のうち、15歳以上である約67,500人全員がコミュニティバ

スを使っていただけると想定すると・・・ 

コミュニティバス(１乗車100円) → 年に10日乗車で赤字解消！(１日１往復) 

になります。 

 環境にやさしい 

 運動不足の改善 

 
公共交通サービス

水準の維持・向上 

 ガソリン代の節約 

 
移動中に 

自由な時間ができる 

 交通渋滞の改善 

 
こどもの社会性の 

向上 

 
まちの風景や変化を 

楽しめる  交通事故リスクの低減 
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６．龍ケ崎市が目指す地域公共交通の姿 

 「龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030」において地域公共交通が果たすべき役割として、

龍ケ崎市地域公共交通計画に以下の位置づけがあります。 

（以下、龍ケ崎市地域公共交通計画より転記） 

 

① 幸せ創造プロジェクトとして 
 「子どもから高齢者まで、市民の移動ニーズを支える便利で快適な地域公共交通網を構

築すること」 

② 魅力ある都市拠点の形成として 
「都市拠点を中心に交通結節機能を強化し、誰もが利用しやすい地域公共交通網を構築

すること」 

③ 快適でシームレスな移動環境の構築として 
「多様化する移動ニーズへの対応、効果的、効率的な公共交通の運用などを実現するた

め、新たな技術や交通手段の検討を行うこと」 

 

 この役割を果たすため、また地域公共交通の利用促進を図り、将来に向けて地域公共交

通の維持を図っていくという本計画の目的を踏まえ、以下のとおり取組のねらいを位置付

けます。 

 

〈ねらい１〉 

「地域住民は、将来に向けて地域公共交通を残していくため、日ごろから利用する必要が

あるということを理解していること」 

 

〈ねらい２〉 

「市及び交通事業者は、地域公共交通が市民生活を支えるインフラの一つであり、また市

民の利用によって支えられているという自覚を持つこと」 

 

〈ねらい３〉 

「市は、地域住民と交通事業者の橋渡しとしての役割を担い、また地域住民の生活を支え

るコミュニティバス等の運行主体として持続可能な地域公共交通ネットワークを構築して

いくこと」 

 

〈ねらい４〉 

「地域住民、交通事業者、市は、それぞれの役割を理解しながら、協力して龍ケ崎市の地

域公共交通を育てていくこと」 
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７．先進事例 

 ここでは、利用促進の取組を進めていくにあたり、参考となる他自治体等の取組をいくつ

か紹介します。 

 

○草津線利用促進プロジェクト 

 ＪＲ草津線は、柘植（三重県伊賀市）～草津（滋賀県草津市）

を結ぶ総延長約37kmの路線です。 

 コロナ禍により利用者が大幅に減少したこと、運行本数や沿

線人口が減少傾向であることのほか、より一層の減便や廃止と

なった場合の地域住民・地域等への悪影響を列挙しながら、同

路線を利用することのメリット（環境面・金銭面・健康面）を

まとめ、月１回からの利用を促しています。 

 併せて、草津線の活性化に関する支援制度・補助金として、 

(1)草津線サポーター募集 

(2)地域サポーター支援金制度 

(3)子ども体験学習の運賃補助金 

(4)こどもＩＣＯＣＡ普及キャンペーン 

の４事業を紹介しています。 

 

 

 

○やまがた鉄道沿線活性化プロジェクト 

山形県及び市町村、県内各経済団体等で組織された「やまがた

鉄道沿線活性化プロジェクト推進協議会」が、県内全域にわた

って鉄道沿線の活性化や利用拡大に取り組むプロジェクトを推

進しています。 

【まち】、【観光】、【産業】、【住民】の 4つを柱に、「やまがた鉄

道沿線活性化助成金」による市町村や団体の取組に対する支援

や、鉄道の魅力発信ポータルサイト「のってぐやまがた」の開

設・運営による情報発信など、様々な事業が展開されています。 

 

 

 

 

（参考：滋賀県公式ホームページ） 

（参考：山形県公式ホームページ） 
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○神奈川県「交通関係ソフト施策実施事例集」 

 この事例集は、令和４年３月に、神奈川における望ましい都市

交通を実現するための交通施策の基本的な方向を示すものとし

て改定した「かながわ交通計画」の中で示した、「ストック効果

の最大化」として位置付けている交通需要マネジメントや公共

交通の利用促進などの交通施策を、主に県内市町村が検討する

際の参考にして頂くことを目的として、毎年作成しているもの

です。 

 この事例集では、「交通需要マネジメント」「既存道路の有効活

用」「公共交通の連続性や利便性の向上」といった観点から、県

内の各団体が取り組んできた様々なソフト施策を収録していま

す。 

 

 

 

○秋田県「地域公共交通乗って応援 Week」 

 秋田県では、10月第４週を「地域公共交通乗って応援Ｗｅｅ

ｋ」とし、県民に地域公共交通を「乗って守る」という意識を共

有していただくとともに、少しでも多くの方に利用していただ

くことを目的として様々な取組を実施しています。 

 交通事業者や自治体によるイベントや無料乗車の実施のほ

か、県内の高等学校への定期利用の呼びかけといった取組と併

せて、地域公共交通に関するアンケート調査の結果を公表する

ことで、地域公共交通を「乗って守る」という意識の定着を図っ

ています。 

  

  

（参考：神奈川県公式ホームページ） 

（参考：秋田県公式ホームページ） 



39 

 

８．目指す地域公共交通の姿を実現させるための取組 

 本計画で掲げたねらいを達成するため、以下の取組の実施を進めます。 

ねらい 取組 

１．「地域住民は、将来に向けて地

域公共交通を残していくため、日

ごろから利用する必要があるとい

うことを理解していること」 

１－１．市内小中学校を対象としたモビリティマ

ネジメントの実施 

１－２．民間事業者を対象とした公共交通通勤利

用案内チラシの配布 

１－３．コミュニティバスネーミングライツの導

入検討 

１－４．地域公共交通を題材とした社会科見学の

実施検討 

２．「市及び交通事業者は、地域公

共交通が市民生活を支えるインフ

ラの一つであり、また市民の利用

によって支えられているという自

覚を持つこと」 

２－１．コミュニティバス 車両デザイン募集 

２－２．塗り絵展の開催 

２－３．地域別バスツアーの開催 

２－４．「私のイチオシ乗務員！」の開催 

３．「市は、地域住民と交通事業者

の橋渡しとしての役割を担い、ま

た地域住民の生活を支えるコミュ

ニティバス等の運行主体として持

続可能な地域公共交通ネットワー

クを構築していくこと」 

３－１．AIオンデマンド交通利用説明会の開催 

３－２．ＪＲ龍ケ崎市駅利用者向け関東鉄道竜ヶ

崎線利用案内の配布 

３－３．公共交通の利用・運行に関する意見等の

集約 

３－４．市主催イベント等における交通アクセス 

の積極的発信 

４．「地域住民、交通事業者、市

は、それぞれの役割を理解しなが

ら、協力して龍ケ崎市の地域公共

交通を育てていくこと」 

４－１．路線バス応援団の結成 

４－２．市内高等学校等を対象とした関東鉄道竜

ヶ崎線利用促進活動の展開 

４－３．マイレールサポーター制度の導入 

４－４．公共交通マナーアップ運動の展開 
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〈ねらい１〉 

「地域住民は、将来に向けて地域公共交通を残していくため、日ごろから利用する必要が

あるということを理解していること」 

 

事業名 市内小中学校を対象としたモビリティマネジメントの実施 

事業の概要 若い世代から、地域公共交通の担う役割や必要性を学んでいただく

機会を設け、将来の公共交通利用の定着やマイバス・マイレール意

識の醸成を図ります。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、小学校、中学校 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

  

 

事業名 民間事業者を対象とした公共交通通勤利用案内チラシの配布 

事業の概要 地区別に通勤を想定したコミュニティバス・路線バス等の利用案内

チラシを作成し、市内民間事業者に配布することで、地域公共交通

への関心を高めるとともに、自家用車から地域公共交通への転換を

図ります。 

参画者 龍ケ崎市、民間事業者 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

事業名 コミュニティバスネーミングライツの導入検討 

事業の概要 財源の確保や認知度の向上を目的として、他自治体の先進事例や本

市のネーミングライツ導入事例などを参考にしながら、本市コミュ

ニティバスへのネーミングライツの導入を検討します。 

参画者 龍ケ崎市、民間事業者 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

モビリティ・マネジメント(授業形式)の実施 

利用案内チラシの作成 

利用案内チラシの市内事業者向け配布 

ネーミングライツ 

実施要綱案の作成 

事業者募集・ネーミングライツの実施 
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事業名 地域公共交通を題材とした社会科見学の実施検討 

事業の概要 若年層の地域公共交通への理解促進と、マイバス意識・マイレール

意識の醸成による将来の利用者確保を目的として、交通事業者の協

力を得ながら、市内小学校が実施する社会科見学の題材として、地

域公共交通に関することを組み込むことを検討します。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、小学校 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

 

〈ねらい２〉 

「市及び交通事業者は、地域公共交通が市民生活を支えるインフラの一つであり、また市

民の利用によって支えられているという自覚を持つこと」 

 

事業名 コミュニティバス 車両デザイン募集 

事業の概要 コミュニティバス車両の次期更新の際、市民を対象に広くデザイン

を募集することで、コミュニティバスへの関心を高め、マイバス意

識の向上を図ります。 

参画者 龍ケ崎市、市民（小中学校、高等学校、大学、民間事業者等） 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事業者・ 

小学校との調整 

地域公共交通を題材とした社会科見学の実施 

募集内容の検討・募集 

新デザインによる運行 
事業者 

調整 
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事業名 塗り絵展の開催 

事業の概要 市内小学校低学年を対象に、コミュニティバスの塗り絵を配布し、

作品をコミュニティバス車内に掲示することで、コミュニティバス

に対する愛着の醸成を促し、マイバス意識の向上に努めます。ま

た、保護者をはじめとした地域住民の利用促進につなげます。 

参画者 龍ケ崎市、小学校 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

事業名 地域別バスツアーの開催 

事業の概要 コミュニティバスの運行地区を対象として、買い物や通院などを目

的とした場合の移動例を作成し、その内容に基づいたバスツアーを

開催し、コミュニティバスをご利用いただくきっかけを作ります。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、市民 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

事業名 「私のイチオシ！乗務員」の開催 

事業の概要 乗務員の接遇向上と、乗務員と利用者の交流のきっかけづくりを目

的として、利用者にコミュニティバス及び路線バスの乗務員の身だ

しなみや挨拶、ご案内などの接遇を踏まえた「私のイチオシ！乗務

員」を選出していただき、利用者へのＰＲを図ります。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、市民 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

実施方法の検討 

塗り絵展の実施 

バスツアープラン 

案の作成 

バスツアーの開催 

企画案の作成・ 

事業者との調整 

「私のイチオシ！乗務員」の開催 
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〈ねらい３〉 

「市は、地域住民と交通事業者の橋渡しとしての役割を担い、また地域住民の生活を支え

るコミュニティバス等の運行主体として持続可能な地域公共交通ネットワークを構築して

いくこと」 

 

事業名 AI オンデマンド交通利用説明会の開催 

事業の概要 新規利用者を確保し、持続可能性を高めていくため、AIオンデマ

ンド交通の概要や専用アプリの利用方法等の説明会を、AIオンデ

マンド交通運行エリア内の各地域で開催します。 

参画者 龍ケ崎市、システム事業者、市民 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

  

 

事業名 ＪＲ龍ケ崎市駅利用者向け 関東鉄道竜ヶ崎線利用案内の配布 

事業の概要 関東鉄道竜ヶ崎線に対するマイレール意識の向上、利用促進を図る

ため、ＪＲ龍ケ崎市駅利用者に対し、竜ヶ崎線の現状や魅力を記載

したチラシを配布します。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティセンター等との調整・説明会の開催 

チラシ案の 

作成 

チラシの配布 



44 

 

事業名 公共交通の利用・運行に関する意見等の集約 

事業の概要 地域公共交通の利用促進や、持続可能で利便性の高い地域公共交通

ネットワークの構築といった今後の施策検討の参考とするため、窓

口等での対応のほか、市内公共交通利用者等を対象にアンケート調

査を実施し、利用者属性や利用状況といった状況のほか、地域公共

交通に対する意見や要望などを集約します。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、市民 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

事業名 市主催イベント等における交通アクセスの積極的発信 

事業の概要 地域公共交通の利用促進や、交通渋滞や環境負荷の軽減を目的とし

て、市が主催するイベント等の周知を行う際、関東鉄道竜ヶ崎線や

路線バス、コミュニティバス等を利用したアクセス方法の記載に努

めます。 

また、地域公共交通所管課から関係各課等に対し、上記の取組への

働きかけを積極的に行います。 

参画者 龍ケ崎市 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話・窓口等における意見等集約 

利用者等アンケート調査の実施 

※地域公共交通計画の見直し、地域公共交通の再編等に合わせて実施 

イベント等におけるアクセス方法の積極的周知 

関係各課等への働きかけ 
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〈ねらい４〉 

「地域住民、交通事業者、市は、それぞれの役割を理解しながら、協力して龍ケ崎市の地

域公共交通を育てていくこと」 

 

事業名 路線バス応援団の結成 

事業の概要 地域住民の日常生活に欠かすことのできない貴重な移動手段である

路線バスを、将来にわたり残していくため、利用者を中心に「路線

バス応援団」を結成し、ＳＮＳ等による情報発信を行うとともに、

マイバス意識の向上による日常利用の定着を図ります。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、市民 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

事業名 市内高等学校等を対象とした関東鉄道竜ヶ崎線利用促進活動の展開 

事業の概要 定期利用者の確保、マイレール意識の向上を目的として、市内高等

学校を対象に、通学利用に適した竜ヶ崎線の利用や竜ヶ崎線の魅力

を案内します。 

参画者 龍ケ崎市、高等学校、大学 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事業者との調整 

路線バス応援団の結成・運用 

利用案内の 

作成 

高等学校・大学への利用案内の配布 
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事業名 マイレールサポーター制度の導入 

事業の概要 マイレール意識の向上や、市民間の情報発信による広範囲への波及

を目的として、関東鉄道竜ヶ崎線の利用者や沿線住民を中心とした

「マイレールサポーター制度」を創設し、「竜ヶ崎線を守り、育て

る」意識を醸成します。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、市民 

実施スケジュール 
 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

   

 

    

  

 

事業名 公共交通マナーアップ運動の展開 

事業の概要 「席を譲り合う」「リュックなどの荷物は膝の上に置く」「大声での

会話を控える」といった、公共交通利用の際のマナーを集中的に周

知することで、利用者のマナーを向上させ、快適な利用空間の創出

を促進します。 

参画者 龍ケ崎市、交通事業者、市民 

実施スケジュー

ル 

 
2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度 2032 年度 

 

 

      

  

 

 

  

交通事業者との 

調整 

マイレールサポーター制度の創設・運用 

マナーアップチラシの作成・掲示 

※各年度において期間を限定して集中的に実施 
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９．用語集・参考資料等 
○用語集 

龍ケ崎みらい創造ビジョン 

for2030 

本市の目指すまちの姿を市民とともに共有し、時代の変化に対

応した持続可能なまちづくりに向けて、ともに歩みを進めるため

の指針として、2022年(令和４年)12月に策定した本市の最上位計

画。 

龍ケ崎市地域公共交通計画  前計画である「龍ケ崎市地域公共交通網形成計画」の方針を継

承しつつ、先端技術を取り入れながら、住民、交通事業者、市が

一体となり、利便性が高く持続可能な地域公共交通を実現するた

め、2023年(令和５年)３月に策定した、新たな地域交通に関する

マスタープラン。 

龍ケ崎市都市計画マスタープラン  社会経済情勢の変化への対応や、茨城県策定の関連計画の改定

及び本市最上位計画である「龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030」

の策定などを踏まえ、2025年(令和７年)４月に策定した、まちづ

くりに関する基本的方針。 

Ｅ657系 E657 系は、JR 東日本の主力特急電車である 651 系、E653 系、

E259系の流れを受け継いだ最新の特急電車として、安心してご利

用頂ける車内設備、さらなる快適性の追求、ビジネスユースへの

配慮などをテーマに開発した車両です。 

※抜粋：ＪＲ東日本公式ＨＰ 

乗車人員  特定の駅や停留所から「乗車」した人数。（「降車」した人数と

合わせた「乗降者数」や、旅客鉄道が輸送した旅客の総人員数を

指す「輸送人員」とは区別しています。） 

※参照：一般社団法人日本民営鉄道協会公式ＨＰ 

ＪＲ常磐線龍ケ崎市駅 本市の活性化のための事業をより効果的に伝えるための手法の

一つであるとともに、定住促進や交流人口の増加に向けた基盤整

備の一翼を担う重要な事業であるとの位置づけえを踏まえ、2020

年(令和４年)３月に、ＪＲ東日本のダイヤ改正等に合わせ、「ＪＲ

佐貫駅」から改称。 

※参照：龍ケ崎市公式ＨＰ 

新型コロナウイルス感染症 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、重症急性呼吸器症

候群コロナウイルス２（SARS-CoV2）による感染症で、発熱、咳、

鼻水、咽頭痛、倦怠感、嗅覚・味覚異常などの症状があります。

2020 年(令和２年)から 2021 年(令和３年)にかけて全国的に緊急

事態宣言が発令されるなど、社会経済情勢に大きな影響を与えま

した。 

※参照：厚生労働省公式ＨＰ 

厚生労働省検疫所公式ＨＰ 
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軽便鉄道 建設費・維持費を抑えるため、狭い線路幅、小型の車両を用いて

造られた鉄道。主に鉱物や木材など貨物輸送に利用される一方で、

その地域に住む人々の重要な移動手段でもあったとされている。 

※参照：明治時代以降における軽便鉄道の路線数の変化とその要

因に関する基礎的研究(公益社団法人土木学会公式ＨＰ) 

移動制約者 高齢者・障害者よりは広い枠組みで捉えた、交通行動上、人の

介助や機器を必要としたり、さまざまな移動の場面で困難を伴っ

たり、安全な移動に困難であったり、身体的苦痛を伴う等の制約

を受ける人々を指します。 

※参照：中部地方整備局公式ＨＰ 

コミュニティバス運行計画の再編  「財源の限られる中、公共交通の適正な運行規模の設定」「コミ

ュニティバス利用者の少ない地域の移動手段の確保」「2024 年問

題や新たな移動ニーズへの対応」といった課題に対応するため、

2025年(令和７年)４月に運行ルートや運行ダイヤの見直しを行い

ました。 

市民窓口ステーション 平日の日中に来庁が困難な場合や、お買い物の際に立ち寄れる

など、便利でより身近に行政サービスを提供できる拠点として、

サプラスクエアサプラ 2階に開設された市の窓口。 

※参照：龍ケ崎市公式ＨＰ 

さんさん館子育て支援センター 子育て真っ最中のおかあさん、おとうさんが、子育てが楽しく

なるような情報の発信や子育て相談などを行い、0 歳から 3 歳ま

での親子が自由に遊べる場所を提供する施設。 

※参照：龍ケ崎市公式ＨＰ 

定時定路線型  予め定められたルートやダイヤに則り運行する形態。その他、

予約に応じて運行する「デマンド型」や、ルートを定めずに運行

する「自由経路型」といった形態があります。 

※参照：デマンド型交通の手引き(国土交通省公式ＨＰ) 

ＡＩ 「Artificial Intelligence(人工知能)」の略。 

ネーミングライツ 所有する施設等(以下「施設等」という。)に愛称を命名する権

利を民間事業所等に付与すること。命名権を付与する代わりとし

て対価が支払われることが多く、自治体の財源確保に資する取組

として広く行われています。 

※参照：龍ケ崎市ネーミングライツ事業実施要綱 
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○参考資料 

・先進事例資料 ＵＲＬ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで支えよう 私たちの草津線 

（草津線利用促進プロジェクト） 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ 

file/attachment/5509868.pdf 

神奈川県 

「交通関係ソフト施策実施事例集」 

https://www.pref.kanagawa.jp/do

cs/gd6/cnt/f7142/index.html 

やまがた鉄道 

沿線活性化プロジェクト 

https://www.pref.yamagata.jp/02

0056/ensenkasseikapj.html 

地域公共交通の 

利用促進について 

https://www.pref.akita.lg.jp/pa

ges/archive/84051 
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・ＪＲ常磐線 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅発着） 下り（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：東日本旅客鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・ＪＲ常磐線 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅発着） 下り（土曜・休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：東日本旅客鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・ＪＲ常磐線 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅発着） 上り（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：東日本旅客鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・ＪＲ常磐線 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅発着） 上り（土曜・休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：東日本旅客鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・関東鉄道竜ヶ崎線 運行ダイヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ  
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・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（江戸崎～龍ケ崎市駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅～取手駅東口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 

 

  



57 

 

・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅～ニュータウン久保台・総合運動公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅～ニュータウン久保台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅～ニュータウン白羽）※平日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅～ニュータウン白羽）※土日祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・関東鉄道路線バス 運行ダイヤ（龍ケ崎市駅～白羽一丁目）※深夜バス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：関東鉄道株式会社公式ＨＰ 
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・コミュニティバス 運行案内【路線図】 
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・コミュニティバス 運行案内【時刻表】 
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・乗合タクシー 運行案内 
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・ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」 運行案内【利用方法】 
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・ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」 運行案内【乗降ポイント】 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 調査票【関東鉄道竜ヶ崎線】 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 調査票【コミュニティバス】 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 調査票【乗合タクシー「龍タク」】 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 調査票【AIオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」】 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 自由意見（コミュニティバス） 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 自由意見（関東鉄道竜ヶ崎線） 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 自由意見（乗合タクシー） 
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・地域公共交通利用者向けアンケート 自由意見（龍ケ崎のるーと） 
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龍ケ崎市地域公共交通利用促進計画 
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関東鉄道竜ヶ崎線の
現状について

1

2026年1月29日

関東鉄道株式会社

12970
テキストボックス
別紙５



関東鉄道竜ヶ崎線は1900年に竜ヶ崎駅～
佐貫駅で開業し、本年度で開業125周年を
迎えました。これまで「竜鉄」の愛称で
親しまれながら、通勤・通学利用を中心
とした地域の足として沿線の皆様に支え
られてまいりました。これまで、国・
茨城県・龍ケ崎市からご支援をいただき
ながら運行を続けております。

2

１．はじめに



しかし、全国の地域鉄道と同様に、その
経営状況は厳しく、今後も民間企業
としての経営努力で維持していくことが
困難な見通しにあります。

本資料では、これまでの経営状況の推移
および今後の見通しについて
ご説明させていただきます。

3

１．はじめに



２．関東鉄道竜ヶ崎線の輸送人員の推移

4

・１９９５年をピークに減少傾向。
・コロナ禍の2020年度に輸送人員が急激に減少し、その後回復傾向にあるも

2019年度水準までは戻っていない。
・２０２５年度においては、回復傾向が鈍化し、ほぼ昨年横ばいの利用状況。



３．関東鉄道竜ヶ崎線の経営成績

5

・2009年リーマンショックによる通勤利用減少をきっかけに経営が赤字に転落。
・2019年度以降コロナの影響で、赤字額が拡大し現在も赤字の規模が大きいまま。
・2024年１０月に運賃改定を行うも、運賃改定の増収分でを増加費用を賄うことができず、
２０２４年度は１.３億円の収入に対し運行費用が１.８億円、赤字額５千万円。

・今後も、物価高騰や人件費・施設老朽修繕等の運行費用の増加が見込まれ、
赤字額は継続的に拡大する見込み。

・定期利用を維持するため、沿線の人口減少を抑えることが必要である
→生産年齢人口に対する鉄道利用促進
→鉄道イベントを用いたPR事業の促進（ビール列車やウォーキング等）

・定期外利用の増加のため、利便性向上策などの対策も必要である
→交通結節点整備等、利用環境の改善による鉄道利用促進
→運賃補助等による鉄道利用促進（広域連携バスとの乗継定期割引、
市民割など）

→社会実験として増便（通学時間や休日日中の増便による利用促進）
→社会福祉（通院等）における交通弱者への支援による鉄道・バス連携
利用促進

※筑西市地域公共交通計画
p33 筑西・下妻広域連携バスの利便性向上において

「鉄道と連携した定期が欲しい」との回答あり。
参考-33 49歳以下の回答者が鉄道に対する要望が多い



４．これまでの収支改善努力

6

・各施策の増収額・効果を整理する

2020～2022年竜ヶ崎ビールまつり開催
2021～2025年竜鉄ビール列車運行

①利用促進・増収の取り組み

ＪＲ常磐線との便利な乗換のため
2008年 ＩＣ乗車券PASMO導入

2015年コロッケクラブ龍ケ崎と
連携したコロッケフリーきっぷを発売
これまで約６千人の方がご利用

応援団体・行政との協力により「竜ヶ崎探検隊」や
「龍ケ崎まちみん」「開業１２５周年記念」等の駅前活
性化イベントを開催



４．これまでの収支改善努力

7

・施策の効果額の整理。
平均人件費６００万円／年 × ４名 年額 ２４００万円の削減

②運営の効率化

近年の主な効率化施策
２０１０年 保線担当削減 （技術員△１名）
２０１４年 車両担当削減 （技術員△１名）
２０１２年 佐貫駅一部時間帯無人化（勤務時間短縮）
２０２１年 佐貫駅終日無人化  （駅員△２名）

※有人駅は竜ヶ崎駅のみ

竜ヶ崎線は1971年に全国初のワンマン運転を開始し早期に車掌を廃止するなど、
これまでの長い歴史の中でも、利用実態にあったコンパクトな列車運行により費用
抑制を図ってきました。近年も、駅の終日無人化など合理化に努めています。

職種 １９９５年 ２００５年 ２０１５年 ２０２５年 過去30年間の増減

駅係員 ９ ９ ９ ７ △２

運転士 ４ ４ ４ ４ ±０

技術員 ３ ３ １ １ △２

合計 １６ １６ １４ １２ △４

○運営人員の推移



５．沿線を取り巻く状況（茨城県、沿線）

8

・茨城県、龍ケ崎市、竜ヶ崎線の佐貫駅および竜ヶ崎駅周辺１km圏内のこれまでの人口実績、将来の人口予測を示す
・2020年の各々の人口を１として、実績値、予測を示す
・茨城県の今後の人口推移と龍ケ崎市全体の人口、常磐線との乗換駅である佐貫駅周辺の人口の推移は類似
・竜ヶ崎駅周辺の人口推移は、他と比べ減少スピードが早い



５．沿線を取り巻く状況（竜ヶ崎駅周辺）

9

・竜ヶ崎駅周辺の将来人口の推計
・人口減少傾向
・生産年齢人口割合が下がり、高齢者人口割合が上がる予測となっている



６．今後の見通し

10

②修繕費用・設備投資の必要性（費用の増加）

①利用者数の減少（収入の減少）
沿線を取り巻く環境を見ても少子高齢化が進み、竜ヶ崎
線の沿線人口は減少の一途をたどることが想定される中、
沿線開発等による大きな需要喚起も見当たらないことか
ら、今後も利用者の減少に歯止めはかからない状況です。

これまでもイベント等の利用促進策を進めてきましたが、
今後の通勤・通学利用者の減少を補える増客は、今後、
見込めない状況です。

竜ヶ崎線の車両３両は、経年が２９～４５年と老朽化が著し
く、今後、修繕費用が増加します。また近い将来、延命が困
難となり３両とも新車への更新が必要となります。

物価高騰の影響から、新車導入には現時点でも１両あたり
４～５億円必要と言われており、今後の収入予測からは、こ
の減価償却費を賄える状況になく、このままでは、現在の
運行レベルの維持が困難となります。



７．全国の地域鉄道に対する自治体等の支援事例

11

・鉄道事業再構築事業→支援措置として社会資本整備総合交付金（地域公共交通再構築事業等）の活用
・上記により車両や線路等の設備投資への国の支援が受けられます（ランニングコスト除く）
・現時点で、全国で20数例



７．全国の地域鉄道に対する自治体等の支援事例

12

・群馬県を走る、上毛電気鉄道、上信電鉄、わたらせ渓谷鉄道に対して適用（各々整理）
・上毛電気鉄道、上信電鉄は民鉄であるが、施設（線路等、車両、用地）は鉄道事業者所有の上、上記の支援を実施

上毛電気鉄道、上信電鉄（群馬型上下分離）

（１）設備投資への補助金

（２）維持管理費への補助金



７．全国の地域鉄道に対する自治体等の支援事例

13

・島根県、松江市、出雲市が支援
・設備投資、維持管理費について、県と2市で全額支援。固定資産税相当額を2市が全額支援

一畑電車（みなし上下分離→インフラ所有権を移転しない上下分離方式）



14

これまで竜ヶ崎線では、行政・応援団体をはじ
めとした関係者との連携により「利用促進による
増収」と「効率化による費用抑制」に努めてまい
りましたが、現状でも赤字が拡大している中、今
後、更なる損益の悪化が見込まれます。
現在の事業形態では、近い将来、事業継続が困

難となることから、今後の竜ヶ崎線の公共交通機
関としての役割・在り方について、皆様との協
議・検討のうえ２年後を目途に方針を決定したく
提起するものです。

８．最後に



路線バス昼間割引制度の

今後の方向性について

都市計画課公共交通対策室

別紙６



１．路線バス昼間割引制度の概要

２．利用者数・減収額

３．集計方法の変更を踏まえた減収額の再算出

４．今後の方向性

（参考）停留所別運賃・乗車人員（主要箇所抜粋）

目次
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１．路線バス昼間割引制度の概要

減収見込
1050万円

利用者増に
よる穴埋め
350万円

関鉄負担
350万円

市負担
350万円

減収額
約1000万円

関鉄負担
700万円

市負担
350万円

※実際は利用者の増減を含めた減収が約1,000万円発生

協定上、市補償額上限が350万円であったことから、

関東鉄道が約700万円を負担

令和６年度より、市補償上限額を500万円に増額

※運用開始当初上限200円 → 消費税引き上げに伴い210円に改定

※社会実験として運用を開始

○事業概要

・８時～17時までの日中時間帯において、市内を運行する

関東鉄道路線バスの運賃上限を210円とするもの

・コミュニティバス１乗車100円、1回乗継ぎで100円

市内移動200円という考えから関東鉄道との協議の上、

運用開始（平成14年度～）

○費用負担（制度開始当初の考え方）

・昼間割引の実施に伴う減収分(制度設計当初 約1,050万円の減収見込み)の

1/3を利用者増による穴埋め、1/3を関東鉄道による負担、1/3を市による負担としている

3



２．利用者数・減収額
○利用者数・減収額（調査対象路線：長山線・久保台線・白羽線）

・コロナ禍による影響はあったものの

概ね14万人前後で推移

(人)

3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 
5,000,000 

6,796,298 6,722,958 

11,371,920 

8,473,720 

12,630,520 

6,780,320 

6,427,128 

149,940 150,292 

127,062 

141,553 

120,769 

150,020 
144,286 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

市補償額 関鉄負担額 利用者数

(円)

年１回の乗降調査に基づき

利用実績を把握

実績の精度に

課題あり

昼間割引制度実施前

利用者数

(平成13年度実績)

147,168人

4



３．集計方法の変更を踏まえた減収額の再算出
○利用者数の集計方法の変更

・昼間割引実施時間帯(午前８時～午後５時)の交通系ＩＣカード利用データを基に集計

○令和６年度実績(交通系ＩＣカード利用データに基づく)

乗車停留所・精算停留所

利用人員・支払額

ゾーン運賃非適用時の運賃額・差額

記載項目

項目
ＩＣカード利用に

基づく実績
乗降調査に
基づく実績

利用者数 241,945人 144,286人

昼間割引適用時の運賃収入 49,691,560円 30,300,052円

正規料金換算時の運賃収入 79,778,330円 40,284,320円

昼間割引による減収額 －30,086,770円 －9,984,268円
※現金支払いによる
減収は考慮しない

※対象路線：長山線・久保台線・白羽線・総合運動公園線・取手龍ケ崎線・江戸崎龍ケ崎線

5



②本市の状況

・路線バス昼間割引制度を含めた再編の実施

・本市の厳しい財政状況

・路線バス利用促進による地域公共交通交通の維持

４．今後の方向性
①昼間割引制度のあり方の見直し（関東鉄道）

・地域公共交通利用者の減少

・人件費、エネルギー価格等の高騰

・社内における交通再編の動き

【折衷案の検討】

・昼間割引対象時間を９時～16時とした場合 ・・・ 減収額 約2,000万円

・割引運賃上限額を300円とした場合 ・・・・・・ 減収額 約1,500万円

・ 〃 400円とした場合 ・・・・・・ 減収額 約 500万円

※対象時間の短縮、上限額の改定による利用者数の増減は考慮していない

6

割引運賃上限額 300円とした場合の

減収額見込み約1,500万円を市・関鉄で折半

割引運賃上限額 210円 ➡ 300円 市補償上限額 500万円 ➡ 750万円



参考：停留所別運賃・乗車人員（主要箇所抜粋）

さんさん
館

ニュータウン
久保台

久保台
２丁目

小柴
１丁目

小柴

２丁目

城ノ内
１丁目

城ノ内
３丁目

中根台
５丁目

中根台
２丁目

長山
小学校

長山
７丁目

ＮＴ
長山

長山
中学校

藤ヶ丘
１丁目

藤ヶ丘
５丁目

白羽
２丁目

平台
入口

竜ヶ崎
ＮＴ中央

松葉
小学校

中里
１丁目

竜ヶ崎
済生会病院龍ケ崎市駅

(96,538人)

○龍ケ崎市駅を基点とした正規運賃

○主要停留所別乗車人員

210円～ 300円～ 400円～ 500円～

3,000人～ 4,000人～ 5,000人～ 6,000人～ 8,000人～ 9,000人～

凡例

３１０円
３１０円

２９０円

２９０円

２３０円

２３０円

２３０円

２３０円

２３０円

２７０円

２７０円

３４０円

３４０円

４３０円
４１０円

４３０円

４７０円

４７０円

５１０円
５４０円

※下記の数値（円）はあくまで停留所別乗車人員を示したものであり、ＪＲ龍ケ崎市駅間の利用者数ではありません。

【参考】
各停留所→龍ケ崎市駅への移動

115,794人
龍ケ崎市駅→各停留所への移動

96,538人
合計

212,332人
（昼間割引適用者全体の約88％）

7



単位：人

路線 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 １日あたり １便あたり

内・外 11,355 11,643 12,238 12,415 11,990 12,517 11,814 12,708 12,630 109,310 397.5 15.3

南が丘・サプラ線 1,179 1,242 1,365 1,344 1,391 1,538 1,593 1,534 1,546 12,732 46.3 7.7

佐貫・川原代線 1,014 1,058 1,241 1,244 1,208 1,243 1,378 1,221 1,183 10,790 39.2 6.5

若柴線 750 723 810 920 932 990 1,019 953 971 8,068 29.3 4.9

合計 14,298 14,666 15,654 15,923 15,521 16,288 15,804 16,416 16,330 140,900 512.4 11.6

実運行日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 275

１日あたり（月毎） 477 473 522 514 501 543 510 547 527

〇令和７年度龍ケ崎市コミュニティバス乗車人数推移（ルート別）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

乗車人員推移

内・外 南が丘・サプラ線 佐貫・川原代線 若柴線 令和６年度実績 令和５年度実績 令和４年度実績 令和３年度実績
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令和７年度乗合タクシー実績（２社合計）

●年齢別利用者（人）
R3 R4 R5 R6 R7 年齢構成 R3 R4 R5 R6 R7

4月 325 388 301 427 296 0～19 110 2.5% 111 2.4% 62 1.6% 64 1.3% 20 0.7%
5月 320 337 287 411 329 20～29 5 0.1% 2 0.0% 8 0.2% 3 0.1% 8 0.3%
6月 454 393 328 423 352 30～39 277 6.4% 329 7.0% 324 8.3% 348 7.2% 206 6.8%
7月 418 409 331 447 328 40～49 49 1.1% 141 3.0% 99 2.5% 83 1.7% 50 1.7%
8月 323 457 364 452 339 50～59 113 2.6% 53 1.1% 52 1.3% 18 0.4% 68 2.3%
9月 361 420 391 467 371 60～69 496 11.4% 504 10.7% 325 8.3% 489 10.1% 370 12.3%
10月 417 400 430 433 376 70～79 1,178 27.1% 1,243 26.5% 1,099 28.1% 1,422 29.3% 799 26.6%
11月 343 438 291 381 288 80～89 1,848 42.4% 1,953 41.6% 1,585 40.5% 2,006 41.3% 1,270 42.2%
12月 365 481 319 407 352 90～ 278 6.4% 358 7.6% 359 9.2% 421 8.7% 217 7.2%

1月 297 323 239 298 0 計 4,354 4,694 3,913 4,854 3,008
2月 342 322 317 342 0
3月 397 348 337 376 0 ●目的地別利用者（人）

計 4,362 4,716 3,935 4,864 3,031 降車場所 R3 （自宅を除く） R4 （自宅を除く） R5 （自宅を除く） R6 （自宅を除く） R7 （自宅を除く）

済生会病院 1,317 53.1% 1,408 51.3% 1,054 49.6% 1,213 46.0% 818 50.5%
竜ヶ崎駅 177 7.1% 276 10.1% 226 10.6% 219 8.3% 308 19.0%
文化会館 84 3.4% 67 2.4% 40 1.9% 38 1.4% 56 3.5%

1人 2人 3人 4人以上 2人以上 市役所 183 7.4% 194 7.1% 197 9.3% 281 10.7% 112 6.9%
R3 75.8% 22.2% 2.0% 0.1% 24.2% 福祉ｾﾝﾀｰ 12 0.5% 2 0.1% 8 0.4% 13 0.5% 4 0.2%
R4 72.7% 24.4% 2.7% 0.2% 27.3% 窓口ｽﾃｰｼｮﾝ 683 27.6% 738 26.9% 572 26.9% 834 31.6% 312 19.2%
R5 77.6% 20.1% 2.2% 0.1% 22.4% さんさん館 22 0.9% 57 2.1% 30 1.4% 39 1.5% 11 0.7%
R6 74.4% 22.2% 3.2% 0.2% 25.6% 自宅 1,884 1,974 1,808 2,227 1,410

R7 73.2% 23.1% 3.4% 0.2% 26.8% 計 4,362 4,716 3,935 4,864 3,031

●登録数（人） ●乗車便別利用者（人）
男 女 計 乗車便 R3 R4 R5 R6 R7

853 1,465 2,318 1 432 9.9% 549 11.6% 416 10.6% 442 9.1% 367 12.1%
R 2.4～R 3.3 82 122 204 2 880 20.2% 897 19.0% 764 19.4% 980 20.1% 652 21.5%
R 3.4～R 4.3 65 108 173 3 790 18.1% 909 19.3% 633 16.1% 781 16.1% 474 15.6%
R 4.4～R 5.3 110 160 270 4 701 16.1% 823 17.5% 716 18.2% 865 17.8% 519 17.1%

91 160 251 5 661 15.2% 671 14.2% 583 14.8% 693 14.2% 342 11.3%
99 170 269 6 450 10.3% 365 7.7% 291 7.4% 482 9.9% 263 8.7%
175 249 424 7 179 4.1% 173 3.7% 193 4.9% 272 5.6% 147 4.8%

1,475 2,434 3,909 8 269 6.2% 329 7.0% 339 8.6% 349 7.2% 267 8.8%

計 4,362 4,716 3,935 4,864 3,031

●運行経費，運賃，補償額（円） ●市歳入額（円）

R2 R2
R3 R3
R4 R4
R5 R5
R6 R6

計

○利用者数（人）

○乗合率（％）
乗車人数

H24.6～R 2.3

R 5.4～R 6.3
R 6.4～R 7.3
R 7.4～R 8.3

7,997,960 1,535,500 799,796 1,890,000 3,772,664
運行経費 運賃 事業者負担 国補助額 市補償額

9,408,480 1,894,000 940,848 1,968,000 4,605,632
9,241,990 1,748,500 924,199 1,792,000 4,777,291

11,188,000 2,052,500 1,118,800 0 8,016,700
8,654,250 1,616,250 865,425 1,870,000 4,302,575

2,367,000

国補助
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総乗客数
（人）

1時間（運営時間中）の
平均乗客数

平均乗車時間
 (分)

平均待ち時間
(分)

10568 3.66 13.72 13.2

電話からの
予約率 (％)

乗客アプリからの
予約率 (％)

LINEからの
予約率 (％)

Webからの
予約率 (％)

41.68 55.59 2.27 0.47

総乗客数
（人）

1時間（運営時間中）の
平均乗客数

平均乗車時間
 (分)

平均待ち時間
(分)

2167 1.36 10.27 9.23

電話からの
予約率 (％)

乗客アプリからの
予約率 (％)

インターネットからの
予約率 (％)

45.73 54.08 0.18

龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」　利用実績（４～１２月）

龍ケ崎市ＡＩオンデマンド交通「龍ケ崎のるーと」　利用実績（実証実験）

別紙９
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●龍ケ崎市地域公共交通職員勉強会　アンケート調査結果

【性別】 【年齢】

【居住地】 【雇用形態】

【通勤手段】

【通勤以外の公共交通利用状況】

4.7％

3.5% 4.7%

日常的ではないが、鉄道、バ

スの利用あり
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【職員勉強会の実施時間】 【龍ケ崎市地域公共交通再編内容の説明】

【講演内容】 【今後のJR常磐線以外の市内公共交通利用について】

【龍ケ崎市地域公共交通再編内容、講演について】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

将来の移動手段、利用について不安を感じた。

板谷先生の話がとてもよかったです。公共交通の専門家としての視点から、公共交通が衰退すると地域の治安

の悪化や若者世代の通学不便になることを学びました。今後は積極t系にコミュニティバスを利用したいと思い

ます。

地方の車社会と地域公共交通の対比が興味深く、考えるきっかけとなりました。

地域公共交通の在り方について、市職員としてだけでなく一市民としても大変勉強になりました。

これまでは、公共交通が衰退した場合にまず影響を受けるのは自動車の運転が難しくなる高齢者の移動手段だ

と考えていました。しかし、今回の板谷先生のお話を伺い、実は若者世代こそが大きな影響を受けることに気

づかされました。若者が暮らしにくくなり、地域から離れてしまうことで、まち全体の好循環が生まれにくく

なるということは、これまで自分にはなかった視点でした。すぐに公共交通機関をフル活用することは難しい

面もありますが、できるだけ公共交通を使っていこうという意識を自分自身が持つとともに、その大切さを周

囲にも少しずつ広げていきたいと思います。いままで地域公共交通について学ぶことがなかったので良い機会

になりました。ありがとうございました。

地域公共交通だけを考えるものではなく、他の施策と関連付けていくべきと実感しました。

とても有意義な講義でした。未来の世代のために公共交通に対して危機感を持たないといけないと感じまし

た。１台しか車を持っていないので家族使用の際にたまに電車通勤をしています。少し高いなと思いつつ竜ケ

崎線を利用していましたが、少しは売り上げに貢献できると思い、これからも積極的に使いたいと思います。

公共交通は身近な存在だが、特定の公共交通のみでしか利用できていないし、運営の難しさを知るいい機会と

なった。

普段意識することのなかった興味深い内容でした。将来車に頼らずに生活するために、若いうちから公共交通

機関の利用に慣れておくことが大切だと知れてよかったです。

市の大きな課題について、このような機会を設けていただき、担当課だけの問題として捉えるのではなく、庁

内全体横断的に考えるきっかけになったと感じた。また、市外から通勤する職員や会計年度任用職員も増えて

きている中で、職場としてだけでなく、改めて龍ケ崎というまちへの理解を深める良い機会になった。公共交

通機関は、時間が会えば活用したいが、日常は生活を考えると利用は厳しい。

公共交通施策でもパラダイムシフトが起きているのだと実感しました。

2.4%
1.2%

1.2%

10.6%
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22

23

【本市における地域公共交通ついて】

1

2

3

4

5

6

ある国の都心を訪れた際、全ての人々がのるーとを毎日２４時間利用しているイメージで、何不自由なしにア

プリを利用して車でどこにでも好きな時に安心して移動することができました。車に乗る人がたくさんいる都市

の対策でうまくいった例で、スイスイ車が動く道路でした。うまくいかないと大渋滞となるのでしょう。ガソ

リンの値段など、その他社会のいろいろなところと関係しあいながら、変化する交通事情について、興味深い

お話をいただきましてありがとうございました。

公共の交通機関は、運転が出来なくなった高齢者が利用するのが多いかと思っていましたが、子ども達が利

用・生活するために必要だというのは考えたことが無かったので、すごく勉強になりました。今後は利用でき

る機会を作って、利用回数を増やしていきたいと思います。

公共交通機関の便数が減ることで利用者が減り、運送コストが高くなるため運賃が上がるか減便または廃線に

なるので、利用者はさらに不便になっていくことを再認識しました。

運営主体は異なるが、路線バスも大切な公共交通であり、コロナや運転手不足などにより減便され厳しい状況

だと思います。路線バスの維持や改善に関する取り組みなども知りたいと思いました。

モビリティマネジメントの取組みなどの説明を追加し、啓発を促進しても良かったと思います。

将来関東鉄道竜ケ崎線が廃線となり、それに代わり廃線を利用したバス路線が出来るのではないかと感じまし

た。

板谷先生の講演がとてもよかったです。地方が車社会なのは当然知っているが、その問題点や公共交通機関の

意義などは普段漠然としか意識しないので、とても勉強になりました。この講演内容が市民の共通認識として

広がればよいと思います。

公共交通を維持管理していく上で、車に乗れる世代が１回でも乗ってみようと思えるような風土を地域全体で

つくりあげることが大切だと感じた。また公共交通への投資が必要だという話であるが、理想的な割合（例)自

動車：公共交通＝50：50など、世界的に見て、どの程度まで公共交通をあげていくのがベストなのか知りたい

と思った。

失くさない為にも利用をしなきゃいけないなと思いました。

職員は知るべき内容だと思う。今後、龍ケ崎市の公共交通について理解したので積極的に利用していきたい。

龍ケ崎市では、バス等の公共交通機関の便が悪い為移動手段は車が必須と感じた

公共交通機関の重要性を改めて理解することができた。

再編を実施したのは４月なのに、なぜこのタイミングで勉強会が開催されたのか、もっと早い時期に実施でき

なかったのかと思った。

既存の地域公共交通の改善等ではどうにもならないところに来ていると感じた。

また再編前の市の負担額についての説明はあったが、再編後の言及がなかったので再編の成果が見えてこな

かった。

市外出身です。遠目から竜鉄を見ていて、バスかと思ったので、電車と知って「こんなに小さい電車があるん

だ！」と思いました。常磐線の10両編成以上に慣れている身からすると、竜鉄は「小っちゃくてかわいい」も

魅力だと思っています。

公共交通の利用は、時間に余裕を持てる場合など公共交通における時刻表と自身の予定や都合の兼ね合いが一

つあるのではないかと感じた（本数が少ないなど）。また、関東鉄道竜ヶ崎線を利用する場合、近隣に駐車場

が無かったりするなど不便要因の一つと考えられる。利用してもらうための整備費を税金から投じるのもあり

だと思った。

関東鉄道龍ケ崎線の利用者は高校生が中心ということであれば、講師も話していたが、竜ヶ崎駅からそれぞれ

の高校へのアクセスを改善するのも有効な手段だと思った。

車の方が便利≒公共交通が不便、ゆえに公共交通が使われない。使われなければ廃れ、廃れればなお使われな

い…。不便でも無理して使ってもらうか、使うことでインセンティブを与えるか、使ってもらえるような価値

を付与するか。解は出せないだろうが、市税等の口座振替を勧めると「領収書に領収印がほしいから振替はし

ない」、住民票のコンビニ交付なら手数料10円だが「（コンビニ交付を使ったこともないのに）わからない、

面倒だから300円の窓口でいい」といった住民が相当数いることから、多少のインセンティブで住民の行動が変

わるとも思えない。使えるほどの価値を付与するにはどれほどの費用がかかるのか。いずれも難題だと思いま

す。



7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

市役所から電車で出張するときは、できるだけ竜鉄を利用するという流れや、市主催の講演会のお知らせに

は、〇〇ルートの△バス停◇時到着便が便利ですという文言を入れるとか、業務の中に交通機関と結び付けた

方法を取り入れるとよいのではないか。のるーとはスマホで容易く自分の好きな時間に予約をとれるので、見

ていると若めの方が思った以上に乗っている。

本日の話を踏まえると、のるーとだけでももう少し遅い時間まで利用できるとよいのではないかと思う。利用

者が増えてくる時間帯に乗れない。そこがとてももったいないと思う。

公共交通機関が使えるようになると、自然と歩く歩数が増えて、健康的な生活になるということを最近テレビ

で報道されていた。そういった面でも、若い人をターゲットにできるとよいと思う。

宇都宮市のようなLRTができるとJRまでのアクセスがよくなり人口増等市の活性化につながると思う。

高校生が便利になるように、朝と夕方の時間に、巡回バスや高校周りを通るコミュニティバスを増便するとよ

いのではないか。竜ヶ崎駅やコミュニティバスの便利さについて、高校生に紹介動画を作成してもらう（探求

学習）。竜ヶ崎駅やコミュニティバスを実際に利用してみる体験学習（小学校）や体験イベントを企画する。

・市として、公共交通の利用者を増やす取り組みをしないといけないと思う。

・４月のコミバス循環ルートの変更で、使いづらくなり、利用機会が激減した。

・コミバス運賃が100円になったが、のるーとが300円で、路線が廃止された東部地区では負担を感じる。

・龍ケ崎市駅でのJR常磐線と関東鉄道路線バスの接続が悪い。走ってバス停に向かう人を良く見かけるので、

改善をしてほしい。

バスと鉄道の乗り換えの待ち時間が長い時に時間をつぶせる場所がもっと出来たらいいなと思います。

コミュニティバスの改編以降、運賃改定や長山地区乗り入れにより利便性が大幅に向上し、個人的に利用する

機会が増えました。

公共交通対策室長のますますの働きを期待します。

全ての市民が自家用車を所有出来るものではないことから、地域公共交通は必ず必要であると考えられます。

また、地域公共交通の問題点と解決策としては、地域公共交通の赤字とその赤字をいかに削減するかだと感じ

ました。そのためには、スケールメリットを活用することと、経費削減だと思います。そこで、他の市町との

協力関係を確立すると供に、他の市町と地方自治法に基づく一部事務組合などを創設することで、合理的な路

線の確立による収入の増と共同運用によるバスなどの耐久消費財の経費削減を考える必要があると思われま

す。

市単位での整備は難しく、県や近隣市町村単位で、広域的に整備することが必要だと感じている。群馬県のよ

うにMaasを使った取り組みはとてもよいと感じた。

私の住んでいる場所はバスが来ません。公共交通機関を利用するのにタクシーを使ってバス停や駅に行ってっ

てなると面倒です。

車社会の龍ケ崎市で、必要最小限がいいと思う。やればやるほど贅沢品になってしまう。

質問にもあったように近隣市町村と協力して広域で繫ぐことが必要だと思いました。もし他市とバスの経路が

繋がり通勤や通学に良い時間があるとすれば、市外在住の自分も使用したいですし、利用者も増えると思いま

した。

米町イベント広場を関東鉄道竜ヶ崎線利用者専用の無料駐車場として整備し貸し出すことにより、竜ヶ崎線の

利用者増加に繋げられるかと考えます。

朝夕の通勤・通学時間帯はバスの利用が多いが、それ以外の時間帯では空席の目立つ状況をよく見かける。

運転手不足などの課題もある中で、朝夕の時間帯に集中してバスを運行し、それ以外の時間帯はオンデマンド

交通を活用するなど、利用実態に応じた運行形態に見直し、必要に応じて利用費の助成を行う方が、より効率

的ではないかと感じた。

車ありきの生活をしているので、自家用車があれば不便を感じることがなく、現状では地域公共交通の必要性

をあまり感じていません。車社会の実情も踏まえた検討も必要だと思います。
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